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   午前10時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  おはようございます。

これより本日の会議を開きます。 

────────────────── 

   諸般の報告   

○議長（浅沼幸雄君）  日程に入るに先立ち、

諸般の報告をいたします。 

 瀧本孝一議員から発言取消申出書の提出があ

りましたので、その写しを配付しておきました

から御了承願います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 なお、配付いたしました発言取消申出書につ

いては、本日９時半からの議会運営委員会で取

扱いを協議した結果、最終本会議で取扱いをお

諮りしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、本件は12月11日の最終本会議で取り扱
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います。 

 これより、本日の議事日程に入ります。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   

○議長（浅沼幸雄君）  日程第１、一般質問を

行います。 

 順次質問を許します。 

 ６番小林立栄君。 

   〔６番小林立栄君登壇〕 

○６番（小林立栄君）  おはようございます。

公明党の小林立栄でございます。 

 大項目２点について、それぞれ「男女共同参

画社会の実現に向けて」「ヘルプマークの普及

啓発を」と題して一括で質問してまいります。 

 「と・お・の いきいき参画プラン ～遠野

市男女共同参画基本計画～」の第３次計画の最

終年度を迎えました。 

 これまでの取組、そして、第４次計画として

令和３年度からどのように取り組んでいくのか。 

 これまでも男女共同参画に関する質問につい

ては、一般質問や委員会の場で質問してまいり

ました。また、令和元年６月定例会において、

菊池美也議員が一般質問を行っております。 

 これまでのやり取りを踏まえながら、今回、

さらに議論を深めることができたらと考えてお

ります。 

 新型コロナウイルス感染症は、従来の常識や

発想、日常を見直し、豊かな生活とは何かを考

える契機となっています。 

 男女共同参画社会基本法の前文には「男女が

互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、

性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に

発揮することができる男女共同参画社会の実現

は緊急の課題となっている」と述べております。 

 男女共同参画の目指す社会像は、男女という

性差にこだわらない、誰もがお互いに一人ひと

りの個性を認め尊重し合い、能力を発揮し、自

分らしい生き方を自由に選択できる社会であり

ます。 

 少子高齢化、人口減少社会の中で男女ともに

誰もがお互いに個性を認め、尊重し合い、能力

を発揮し、自分らしい生き方を選択できる社会

を目指す、この男女共同参画は豊かな生活を営

む上で、持続可能な地域社会や地域経済を維持

発展させていく上で必要不可欠な取組であり、

今こそ力強く推進していくべきであります。 

 本市の男女共同参画の現状の御認識と、取組

を推進していく必要性について、市長はどのよ

うにお考えでしょうか。お伺いいたします。 

 男女共同参画を進める上で重要な取組の一つ

に、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の

調和）があります。 

 私自身が現役の子育て世代であり、これまで

の生活上での感覚で述べると、保育園の送り迎

えや病院受診時の付添い、学校行事等へ参加し

ている男性は増えていると感じています。ワー

ク・ライフ・バランスの考え方や取組が浸透し

てきている、地域や職場の理解と協力が進んで

きた表れでもあると思います。 

 しかしながら、それでも依然として仕事の時

間は男性が圧倒的に長く、家事、育児、介護の

負担は女性に偏り、アンバランスな状況である

ことが様々なデータで明らかになっています。 

 これは、男女共に仕事と生活の両立を望みな

がらも、希望どおりの働き方、生き方を選択で

きていない。諦めている方々が多くいらっしゃ

ることを示しております。 

 ワーク・ライフ・バランスに取り組むことで、

結婚、育児、介護等の希望が実現できる、自己

啓発や能力の向上のための時間が持てる、地域

活動に参加しやすくなるなど、生活を豊かにす

る効果があります。 

 事業主には、優秀な人材の確保、残業代等の

コスト削減、業務の効率化、従業員の創造性や

発想力の向上、社会的イメージの向上などの効

果が見込めます。 

 ワーク・ライフ・バランスのさらなる推進を

図るべきと考えます。そのためには市内事業主

や地域の皆様の理解と協力が欠かせません。 

 市として、推進にどのように取り組まれてき

たのか。そして、今後どのように取り組まれて

いくのか。ワーク・ライフ・バランスの推進に
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ついてお考えを伺います。 

 ワーク・ライフ・バランスについて、同じく、

遠野市特定事業主行動計画の取組についてお伺

いをいたします。 

 遠野市特定事業主行動計画があります。これ

は「出産、育児における仕事と子育ての両立、

また、介護をはじめとする支援等、子育て中の

職員だけでなく全職員が自分のライフステージ

に合わせて仕事と生活の調和の取れた職場環境

づくりを目指す、市役所内部のワーク・ライ

フ・バランスに取り組むための行動計画であり

ます。 

 これまで取り組んでこられた中で、どのよう

な効果が得られ、どのような課題が見えてきた

のでしょうか。遠野市全体の男女共同参画を牽

引する立場として、ワーク・ライフ・バランス

に率先して取り組む市の姿を示し、また、取組

の中で得た経験や蓄積したノウハウを市民や事

業主のワーク・ライフ・バランスの取組に効果

的に生かしていく、生かしていただくことが重

要であります。 

 遠野市特定事業主行動計画のこれまでの取組

状況について、どのように評価され、また、市

全体のワーク・ライフ・バランスの推進に活用

していくことについて、お考えをお聞かせくだ

さい。 

 次に、ハラスメント防止対策の推進について、

質問します。 

 ワーク・ライフ・バランスを阻害する要因の

一つにハラスメントがあります。 

 ハラスメントとは、意図的に相手の嫌がるこ

とや不利益を及ぼす行為のことをいい、尊厳や

人権を不当に傷つけ侵害する許されない行為で

あります。また、事業主にとっても、仕事への

支障、人材の損失、社会的評価に悪影響を与え

るなど、デメリットしかありません。 

 国において、労働施策総合推進法が改正され、

職場におけるパワーハラスメント防止対策が事

業主に義務づけられました。併せて、セクシャ

ルハラスメントやマタニティハラスメント、ケ

アハラスメントの防止対策の強化を図るため、

男女雇用機会均等法、育児・介護休業法の一部

も改正され、今年６月から施行されております。 

 なお、中小事業主については2022年から義務

化となり、それまでの期間は努力義務となって

います。 

 改めて、市内のハラスメント防止対策の実情

を確認し、より実効性を高めていくタイミング

ではないでしょうか。 

 私個人としても改めてハラスメントについて

学ぶ必要性を感じています。何がハラスメント

に該当するのか、該当しないのか。悪意はなく

ても、無意識にハラスメント行為を行い、相手

を傷つけているかもしれません。 

 ハラスメントに対する正しい知識と具体的な

対応についての啓発や助言、相談体制の整備へ

の支援など、事業主と連携して、ハラスメント

のない、誰もが働きやすい環境づくりを推進す

る必要があると考えます。 

 ハラスメントに対する市長の御認識とハラス

メント防止対策の推進についてお考えを伺いま

す。 

 次に、女性特有のがん対策の充実について、

質問をいたします。 

 男女共同参画が目指す社会の基盤は、全ての

人が生涯を通じて健やかに心豊かに暮らすこと

であり、健康への配慮も欠かせません。 

 特に女性は、妊娠や出産、性ホルモンの分泌

など、思春期、成熟期、更年期、老年期とライ

フステージにより発生する疾患や健康の課題が

変遷する傾向があり、自らの心と身体の健康管

理ができるよう、生涯を通じた健康支援も男女

共同参画の取組に位置づけられています。 

 今回の一般質問では、女性特有のがん対策の

充実について、２点お伺いをいたします。 

 まずは、乳がん検診の充実についてでありま

す。 

 乳がんは、日本人女性が罹患するがんの中で

最も割合が高く、年々増加しています。毎年９

万人以上が新たに罹患すると言われ、生涯で乳

がんになる割合は９人に１人となっております。 

 がんから命を守るためには、早期発見と早期
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治療がポイントとなりますが、乳がんの早期発

見のためには、定期的に受ける乳がん検診と、

日頃から自分で行う自己検診によるセルフチェ

ック。セルフチェックとは月１回は自分の乳房

の状態を目で見て、指で触って、異常や変化が

ないかを確認することだそうです。この定期健

診と自己検診、これを組み合わせることが最も

重要とされております。 

 乳がんから市民の命と健康を守るため、現在、

本市で行っている取組と併せ、自己検診の正し

いやり方の周知と習慣化に向けた取組を充実さ

せる必要はないでしょうか。 

 自己検診の触診を補助する用具に自己検診グ

ローブというものがございます。自己検診グ

ローブを手にはめると指先の感覚が鋭敏になり、

乳房の指触りが分かりやすく、小さな変化や異

常を早期に発見する目的で使用されております。 

 自己検診の正しいやり方の周知など、乳がん

予防の健康教育と併せ、自己検診グローブを配

布、活用して、乳がん検診の充実に取り組むべ

きと考えます。お考えをお伺いいたします。 

 ２点目、子宮頸がんワクチン接種について、

お伺いをいたします。 

 子宮頸がんは、年間約１万人の女性が罹患し、

約3,000名の方がお亡くなりになっています。

特に最近では、20代から30代の若い女性の罹患

率が高くなっており、発見が遅れれば、命や子

宮を失うことになります。 

 子宮頸がんの原因は、ヒトパピローマウイル

ス、ＨＰＶへの持続感染であることが明らかで

あり、女性の約８割が一生に一度はＨＰＶに感

染するとされています。 

 感染しても、通常は免疫力によって自然に消

滅しますが、ごく一部で感染が続くと子宮頸が

んが発症する可能性が高くなります。 

 ＨＰＶの感染を予防するためには、子宮頸が

ん予防ワクチン（ＨＰＶワクチン）の接種が有

効であり、子宮頸がんの60％から70％を予防で

きると考えられています。 

 世界保健機関（ＷＨＯ）が接種を推奨してお

り、2019年２月時点で世界92か国が公費による

予防接種プログラムとして取り組んでおります。 

 我が国では、予防接種法に基づき定期接種が

実施されていますが、接種後の様々な副反応が

報告されたことにより、ワクチン接種の積極的

勧奨を差し控えるよう勧告が出され、約70％あ

った接種率が、現在１％未満にまで落ち込んで

おります。 

 このような状況の中、厚生労働省は国民に対

して調査を行いました。「ＨＰＶワクチンの情

報を提供しているリーフレットを見たことがあ

るか」の問いに、回答者2,400人のうち86.3％

の方が「見たことがない」と回答。また、41％

の方がＨＰＶワクチンの接種に対して「分から

ないことが多いため決めかねている」と回答し、

情報不足のため、接種の可否を判断できない状

況が明らかとなりました。 

 もし将来、子宮頸がんに罹患してしまったと

き、「あのとき、ＨＰＶワクチンのことを知ら

なくて接種できなかった」と悔やむことがあっ

てはなりません。 

 小学６年生から高校１年生の定期接種対象者

とその家族に対して、子宮頸がんや子宮頸がん

ワクチンの正しい知識、情報を提供することで

対象者本人や本人の家族が接種するかしないか

を選択して決めることができる環境を整える必

要があります。 

 厚生労働省が作成したパンフレットの個別通

知や配布、広報等での積極的な情報発信に取り

組むべきと考えますが、取組を伺います。 

 学校における男女共同参画の取組について、

教育長にお伺いいたします。 

 昨年の遠野わらすっこまつりの会場で実施さ

れた遠野市の男女共同参画の現状についてのア

ンケート結果によると、「男女の地位は平等に

なっていると思いますか」の問いに対して、学

校教育については85.2％の市民の方が「平等」

と回答しております。 

 「男女平等を教えるというより、男女平等に

教えることが重要である」。そういった識者の

方のコメントを聞いたことがありますが、平等

ということに十分に配慮しながら、人権の尊重、
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男女の平等、相互協力についての指導、個性や

能力を尊重した主体的な教育に取り組まれてい

ると承知しております。 

 しかし、気をつけなければならないのは、教

職員や保護者など、大人の側のジェンダーバイ

アスであります。差別する意識はなくても、学

校の慣行や無意識に植えつけられた男らしさ・

女らしさの意識はないでしょうか。 

 子どもたちは、大人の行動や発言、生き方、

働く姿、学校の環境から無意識に影響を受けて

いきます。 

 学校現場に無意識のジェンダーバイアスはな

いかを常に問い直し、必要であれば改善に取り

組める体制が大事であると考えます。 

 また、子どもたちは学校以外の社会の中でも

ジェンダーバイアスが植え付けられています。

学校生活や指導を通じて、性別固定観念を乗り

越え、誰もがお互いに、一人ひとりの個性を認

め尊重し合い、自分らしく生きて良いのだとい

うことを学べる場であってほしいと願うもので

あります。 

 男女共同参画という視点から学校ではどのよ

うに取り組まれているのか、お示しください。 

 大項目２つ目、ヘルプマークの普及啓発につ

いて伺います。 

 義足や人工関節を使用している方、内部障害

や難病の方、または妊娠初期の方など、外見か

ら分からなくても援助や配慮を必要としている

方々が周囲の方に配慮を必要としていることを

知らせることで、援助を得やすくなるようヘル

プマークというものが作成されております。岩

手県では、昨年度から配布が開始されました。 

 今回、私も頂きまして、実際にこういったも

の、これはヘルプマークのストラップ型のもの

になります。 

 私も、私事ではありますが、人工関節をこの

たび入れることになりまして、申請をしていた

だいたところでございます。 

 このヘルプマークについて、ポスターの掲示、

県と一部の県内市町村ではホームページ上での

情報提供、普及啓発に取り組んでおります。 

 公明党青年局では、若者たちの生の声を聴く

ためにユーストークミーティングという懇談の

場を開催していますが、その中で、今年の冬、

１人の女性から「まだまだヘルプマークの認知

度が低い。普及を進めてほしい」との声を受け

ました。 

 ヘルプマークを持った方が観光や仕事で遠野

にいらっしゃることも当然あります。市民の方

が市外でヘルプマークを持った方と出会うこと

もあるでしょう。また、私のように、外見から

は分からなくても援助や配慮を求めている方で、

ヘルプマークがあることを知らずに活用できて

いないケースもあると考えられます。 

 このヘルプマークは、自分で意思表示ができ

ない緊急的な状態となったときに、何かしらの

配慮がこの人には必要だということを伝えてい

く、そういった役目もございます。 

 本市でも健康福祉の里でポスターが掲示され

ておりました。しかし、もう少し情報発信の充

実が必要ではないでしょうか。広報やホーム

ページ、遠野テレビ等を活用した普及啓発の充

実に取り組むべきと考えます。今後の取組につ

いて市のお考えを伺います。 

 以上、１回目の質問といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  小林立栄議員の一般質

問にお答えを申し上げます。 

 大項目で２項目、小項目で７項目という中で

それぞれ御質問を頂きました。 

 いずれも今日的な課題であります。今の時代

が求めているものに対する提案を含めての具体

的な質問と承知をいたしました。 

 したがいまして、それぞれ私のほうから一括

質問でありますので、一括答弁を申し上げます

けども、その項目等につきまして、７つの項目

があったわけでございますけども、特定事業主

の行動計画の取組、あるいは女性特有のがん対

策の実施、さらには、子宮頸がんワクチンの接

種等につきましては、具体的な形で御答弁を申

し上げたいと思いますので、概要についての私
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の考えを申し上げ、具体的な点についてはそれ

ぞれ担当部長から御答弁申し上げますので、御

了承を願いたいというように思っております。 

 まず、男女共同参画社会の取組についてであ

りましたけども、御指摘がありましたとおり、

男女が性別に関係なく誰もが個性を認め、尊重

し合い、その能力を発揮し、自分らしい生き方

を選択することができる男女共同参画社会の実

現は、国のみならず、地方自治体においても極

めて大事な取組の課題ではないのかなと思って

おりまして、よく言う持続可能な地域社会、こ

れを形成するためには最も大切なことではない

のかなと認識をいたしているところであります。 

 男女共同参画社会の実現のため、「と・お・

の いきいき参画プラン～遠野市男女共同参画

基本計画～」に基づきまして取組を進めてきて

いるところであります。 

 市民の皆様の理解を深めるために、研修の機

会といたしまして、男女共同参画フォーラムな

どを行ったほか、県が主催をいたしますいろい

ろなサポート養成講座の受講を希望する方へ派

遣補助を行う等、男女共同参画社会に関する事

業をこれまで展開してまいりました。 

 現在、「いきいき参画プラン」、いうところ

の「～遠野市男女共同参画社会基本計画～」の

策定作業を進めております。御案内のとおり、

総合計画等も後期５カ年計画の策定が終わった

ところでありますので、そことしっかりと整合

性を取りながら、第４次といたしまして、遠野

いきいき参画プランといったような形でとりま

とめたいというように考えているところであり

ます。 

 この策定に当たりましては、まさに子育て中

の若い世代の方々にもお願いをしておりますし、

これまで以上にまさに多くの方々、それぞれの

世代の方々、各世代、まさに子育て中、あるい

は若い方々、これからそれこそ家族を持つとい

う、そのような若い方々も含めまして、老若男

女それぞれの視点、立場から貴重なご意見を頂

戴しておりまして、計画に反映させたいという

ように考えているところであります。 

 そのような中におきまして、第２次遠野市総

合計画後期基本計画においても、大綱５におき

まして「男女共同参画社会の推進」を位置づけ

ておりまして、各委員、それから協議会の女性

参画率なども、指標として設定をいたしたとこ

ろであります。 

 地域の活性化、あるいは持続可能な地域社会

の実現のためにはこの男女共同参画をより一層

推進していかなければならないものというよう

に認識をいたしておるところでございますので、

よろしくお願いを申し上げます。 

 ２つ目であります。ワーク・ライフ・バラン

スの推進についてであります。仕事と生活の調

和ということになろうかというように思ってお

ります。 

 このように、今の現代社会は社会情勢の急激

な変化によりまして、人口は年々減少しており

まして、いわゆる少子化にはなかなか歯止めが

かかっていないという状況にあるわけでありま

す。生産年齢人口が減少している中にあって、

持続可能な社会を形成する上で有能な人材を確

保することは極めて重要なポイントであります。

これは大事なことであります。 

 そして、この人材確保のためには、ワーク・

ライフ・バランスの重要性がますます増してき

ているのではないのかなと認識をいたしている

ところであります。 

 市といたしまして、先ほど申し上げました平

成15年に「と・お・の いきいき参画プラン～

遠野市男女共同参画基本計画～」といったよう

なものを策定してから、機会を捉えて、市民の

皆様向け、あるいは、事業主向けに「男女の連

携の確立」「男女の人権の尊重」、さらには

「男女の参画機会の平等」を周知をしてきてお

ります。 

 これは、先ほど申し上げたことと、お答えし

たとおりでありますけれども、現在、策定中の

第４次、これを今策定をしているところであり

ますので、この第４次と・お・のいきいき参画

プラン、これは令和３年度から令和７年度まで

の５カ年計画ということになる予定になってお
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りまして、この計画におきましても、ワーク・

ライフ・バランスの推進を施策としてしっかり

と位置づけたいというように考えているところ

であります。 

 また、この人材確保の観点からも、働くこと

を希望する全ての方が、仕事も家庭もというこ

とになろうかというように思っておりますけれ

ども、家庭もどちらも大切に、いわゆる、何と

いいますか、犠牲になることなくということに

なろうかというように思っておりますけども、

仕事と家庭ということはよくあるわけでござい

ますけれども、それがしっかりと成り立つよう

に、個人個人の能力を十分に発揮することがで

きるように、長時間労働の削減、これは考えな

ければなりません。 

 あるいは、生産性の向上等に向けた、いうな

れば、情報も発信していくということがやはり

大事ではないのかなというように思っていると

ころでございますから、その辺のところを十分

留意しながら、この人材の確保なり、あるいは、

このワーク・ライフ・バランスの一つの考え方

といったものを周知を図ってまいりたいという

ように思っております。 

 いうところのライフステージに向けた、この

働き方を実現するために、育児休業や介護休暇

制度、こういったようなものもあるわけでござ

います。さらには、時間外の、短時間勤務制度、

あるいは、その他の両立支援制度の周知を図る

とともに、それぞれの休暇の取得促進や、また、

これらの制度を活用しながらこういったものの

環境整備に向けて企業や関係団体へ継続して働

きかけてまいりたいというように考えていると

ころでございますので、御了承願いたいという

ように思っております。 

 次に、３点目でありますが、特定事業主行動

計画の取組についての御質問がありました。 

 これは、次世代育成支援対策推進法、また、

女性の職業生活における活躍の推進に関する法

律、このような法律があるわけでございますけ

ども、こういったものにつきまして、これは、

いうところの、私も含めてでありますけども、

市長を含め７人の任命権者により共同で策定を

しているところであります。 

 計画期間は、７名というのは、今、申し上げ

ましたとおり、遠野市でいえば、市長、あるい

は、市議会議長、遠野市消防本部消防長、ある

いは、この教育委員会、あるいは、選挙管理委

員会、それから代表監査委員、そして、農業委

員会といったような、今、この本会議場でもそ

れぞれそろっているわけでございますけども、

そのような構成メンバーにもよりまして、この

法律に基づく対応をしっかりしなければならな

いということで、計画期間を第１期であります

けども、平成28年度から令和２年度までの５年

間、第２期計画は令和３年度から令和７年度ま

での５年間ということにしておりますので、こ

れら取組を進めている詳細な内容につきまして

は担当の総務企画部長のほうからこの後答弁を

申し上げますので、御了承願いたいと思ってお

ります。 

 それから、ハラスメントのことの質問が出ま

した。ハラスメント、これは非常にまた今日的

な課題でもあります。パワーハラスメント、セ

クシャルハラスメントなどが、いうところの代

表的なものでありますけども、その他にも様々

なハラスメントが定義されております。いずれ

も、人が生活していく上でのデメリットという

ことになろうかというように思っておりますけ

ども、十分留意をしなければならない一つの価

値、考え方であり、対応の仕方ではないのかな

と思っております。 

 例えばでありますが、職場におけるパワーハ

ラスメントは３つの要素を全て満たすものと定

義がされております。これはいろいろと質問を

されておりましたけども、優越的な関係を背景

とした業務上必要かつ相当の範囲を超えた言葉、

言動により就業環境を害すること。 

 就業環境を害することというのは、身体的も

しくは精神的な苦痛を与える、それをしてはな

らないということが言われているわけでありま

す。 

 今年度、市といたしましても、全職員を対象
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としたハラスメント研修を開催いたしまして、

職場全体でハラスメントを生まない、許さない

という、そのような環境づくりに取り組んでい

るところであります。 

 そのような事例を今度は市内の事業者の方々

にもしっかりと紹介する。あるいは、より住み

よい遠野市にしていくためには一人ひとりがハ

ラスメントを正しく理解し、ハラスメントを生

まない、あるいは許さない環境をつくっていく

ということが必要ではないのかなというように

認識をいたしております。 

 そのためには、市内の事業主の皆様にもチラ

シやポスターの提示、あるいは、防止対策の推

進事業、推進啓発、このようなことを行いなが

ら、様々、市の広報やホームページ等を通じま

して広く市民に向けて広報活動を行っていると

ころでございますので、これもまた御了承いた

だければと思っております。 

 それから、５つ目でありますけれども、女性

特有のいわゆるがん対策についてでありますけ

れども、遠野市では、乳がん検診を40歳以上の

女性を対象に、国の指針に基づき２年に１回、

レントゲンを用いたマンモグラフィ画像検査を

実施をいたしております。 

 多くの人に乳がん検診を受診してもらうため、

対象入り口年齢への無料クーポン券の配布や、

あるいは、追加検診の実施前に未受診者に対し

受診勧奨通知を送付するなど、受診率の向上に

も努めております。 

 なお、遠野市の乳がん検診の実施状況等、及

び、この御質問にありました自己検診グローブ

については、この後、担当の健康福祉部長のほ

うから答弁を申し上げますので、御了承願いた

いと思っております。 

 それから、６つ目でありますけれども、子宮

頸がんワクチンの接種についてであります。子

宮頸がんワクチン、ＨＰＶ、これはヒトパピ

ローマウイルスということになるわけでござい

ますけれども、子宮頸がん予防として平成25年

４月に予防接種法で定められた定期接種であり

ます。 

 しかし、この実施に当たりましては、全国で

健康被害が発生したことによりまして、国から

通知が出されまして、取扱いが変更になるなど

の一つの経緯もありました。つきましては、御

質問の中にもいろいろありましたけども、その

詳細について、この後、担当の子育て応援部長

より経過も含めまして具体的に御答弁申し上げ

ますので、御了承願いたいと思っております。 

 それから、７つ目でありましたヘルプマーク

の対象者及び市民に対する普及、啓発の充実に

ついてということでありました。 

 「ヘルプマーク」、この言葉、これにつきま

しては、平成30年３月、定例会におきまして小

林議員から同様の質問を頂いておるということ

は、先ほどもお話がありました。 

 そのようなことを踏まえまして、ヘルプマー

クそのものは、平成24年に東京都で作成、そし

て配布が始まり、平成29年には、いうところの

ＪＩＳ規格を取得いたしまして、全国の自治体

で取組が拡大をしてきたという経緯があります。 

 ヘルプマークを配布する目的といたしまして、

これは、いろいろ質問がありました。この中で

もいろいろと触れておりました。義足や人工関

節を使用している方、あるいは、心臓機能障害

などの内部障がいの方、あるいは、妊娠初期の

方など、外見からは分かりにくい困難を抱えた

方々ということになろうかと思っておりますけ

れども、そのような方々に、周囲の方に配慮が

必要なことを分かりやすく知らせるという、そ

のような一つの制度であります。 

 これに対しまして、岩手県のほうにおきまし

ては、平成31年４月に配布ガイドラインを作成

いたしまして、そして、やはり平成31年５月で

ありますけれども、市町村の障がい福祉窓口や

県の広域振興局等で配布を開始しているという

状況にあります。 

 また、今のヘルプマークの配布状況について

でありますけども、今までそれぞれ振興局ごと

に配布のあれが出てきておりますけれども、ま

だ十分ではないのかなというように、今、捉え

ているところでありまして、まこと、そのほか
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にも、このヘルプマークと併せながら他人との

コミュニケーションに、あるいは発作等を伴う

障がいのある方が、あらかじめ支援してほしい

ことを記載して、周囲の人に提示するだけで支

援の内容が理解できるヘルプカードがあるわけ

でございます。ヘルプマークだけじゃない。ヘ

ルプカードもある。そのヘルプカードもヘルプ

マークと同様に平成24年にやはり東京都が作成

をいたしまして、全国に広げているという状況

であります。 

 これに伴いまして、市の取組について、対象

者である障がいのある方、あるいは、健康福祉

の里の窓口において、手帳交付など、窓口で対

応する際に積極的に対応してまいりたいという

ように思っておりますので、周知とともにその

ようなことをしっかりと、いうなれば、理解を

頂けるような、そのような働きかけ方もしなき

ゃならないかなというように思っておりますの

で、これはどうしても市民の理解や、あるいは

協力が大切でありますので、ホームページ、あ

るいは広報とともに、しっかりと周知を図って

いくとともに、やはり、御質問にありました教

育機関、あるいは学校現場というところの連携

によりまして、市内の小中学校などで、児童生

徒へのヘルプマーク、ヘルプカードを紹介しな

がら障がい者の方への理解を深めてまいるとい

う活動を強めていかなければならないかという

ように思っております。 

 さらには、実際の使用が想定される公共交通

機関、あるいは、観光事業者等におきましても、

これもまた大事な取組でございますので、これ

への周知、広報活動も実施をしてまいりたいと

いうように思っております。 

 そして、現在、これはやはり部門別計画とし

て策定作業中でありますけれども、遠野市障が

い者プランに搭載を予定しておりまして、いう

ところの心のバリアフリーということになろう

かというように思っておりますけども、このヘ

ルプマークの普及についてこのような取組の中

からも働きかけてまいりたいというように思っ

ております。 

 議員御案内のとおり、オリンピック・パラリ

ンピック、このパラリンピックも延期になりま

した。2021年は必ずやコロナを乗り越えて、遠

野というか、日本でも開催することになろうか

と思っております。 

 遠野市は共生社会、そして、また、先導的共

生社会と２つの政府認定を受けている地域社会

であります。 

 そのようなことを踏まえれば、この東京2020

オリンピック・パラリンピックのブラインドサ

ッカーブラジル代表のホストタウンでもあると

いうことも踏まえながら、こういったものを改

めて共生社会といったような理念を踏まえた、

誰しもが豊かで安心して暮らせる共生社会の実

現に向けて、いうなれば、取組を進めてまいり

たいというように考えているところでございま

すので、よろしく御理解を頂ければということ

を申し上げて、私からの答弁とさせていただき

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  総務企画部長。 

○総務企画部長（鈴木英呂君）  遠野市特定事

業主行動計画の具体的な内容について答弁いた

します。 

 計画の具体的な取組としては、仕事と家庭の

両立を支援するため、考え方の意識改革や休暇

等が取得しやすい環境づくりを多様な働き方の

実現に向けた９つの項目や子どもたちの豊かな

人間性を育むための２つの項目に取り組むこと

としております。 

 特に職員の妊娠や出産時における職場として

の配慮や育児休暇の取得促進、女性職員の活躍

推進、超過勤務の縮減などに取り組むこととし

ております。 

 令和２年度までの数値目標としては、１つ目

が男性の育児休業取得率、２つ目が育児休業者

代替職員の配置、３つ目が年次休暇の使用日数、

４つ目が係長相当職以上の女性職員の割合の４

項目を掲げております。 

 令和元年度において年次休暇の取得率や係長

相当職以上の女性職員の割合は平成26年度の基

準年より向上してはいるものの、目標には達し
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ていない状況にあり、育児休業者の代替職員配

置についても、令和元年度は100％に満たない

状況となっております。 

 また、男性の育児休業取得率については、配

偶者の出産に伴う休暇取得率は100％でありま

すが、育児休業を取得する職員は、いない状況

にありました。 

 特定事業主行動計画の取組状況及び女性の職

業選択に資するため、女性職員の割合や育児休

業取得率などの状況ついては、遠野市のホーム

ページで公表しております。 

 仕事と生活の調和の取れた職場環境を目指し、

育児休業や介護休暇などの制度は充実してはい

るものの、多様化する業務や１人当たりの業務

量の増加などもあり、有効な解決策を見いだせ

ていない状況にあります。 

 市内事業者でも同様の取組がされており、行

政機関である市役所として、率先して取り組む

べき必要性があることは十分理解はしておりま

す。 

 自分のライフステージに合わせた生活ができ

るよう、業務の効率化や特別休暇等の取得促進

について、職員への周知を徹底するとともに、

積極的な育児参加や休暇取得に対する職員の意

識改革に向け、今後も継続して取り組んでまい

ります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  健康福祉部長。 

○健康福祉部長（菊池 寿君）  命により、女

性特有のがん対策の充実について、答弁いたし

ます。 

 乳がんは早期に発見され、早期に適切な治療

を受けるとその治療効果が高いとされています。 

 がん検診は２年に１回であることから、次の

検診までの期間、月１回乳房の状態を自分でチ

ェックする自己触診は、気になる症状を早期に

見つけるという意味から重要と考えております。 

 当市では、自己触診について、岩手県対がん

協会と連携の下、乳がん検診の受検票配布時に、

自己触診を勧奨するリーフレットの配布、検診

当日には検診と自己触診の重要性を記載した

リーフレットを配布しています。 

 また、今年度は、新型コロナウイルス感染予

防対策の観点から実施しませんでしたが、例年、

検診会場での待ち時間を利用し、乳がんや類似

疾患のしこりなどを埋め込んだ自己触診用の学

習用教材を設置し、実際のしこりの状態を体験

していただいています。 

 さらに、自己触診の仕方を映像で具体的に流

し、自己触診の啓発に努めています。 

 自己検診グローブにつきましては、自己触診

を行いやすくするためのものと把握しておりま

す。今後、これまでの取組を継続するとともに、

検診の会場で、自己検診グローブの紹介を行っ

ていきたいと考えます。 

 乳がんの発症は40代から60代までの多忙な年

代に多く、当市の乳がん検診の受診率を見ると、

目標とする受診率には達していませんが、他の

がん検診に比べ、発症しやすい年代の受診率が

高く、検診に対する意識が高い状況にあります。 

 また、精密検査の受診率も他のがん検診の精

密検査受診率と比較すると高く、さらに、過去

５年間を見ると、精密検査を受診した者のうち、

乳がん19名の発見を含む83.5％に何らかの所見

が見つかっており、検診の有効性が高い状況に

あります。 

 しかし、乳がん検診の対象とならない20代や

30代の若年性乳がんは、全体の約２％と少数で

はあるものの、検診を受ける機会がなく、自覚

症状などで気づくことが多いと言われています。 

 このことから、20代、30代の女性が対象とな

る検診の会場でも体験用の乳房モデルの設置や

自己検診グローブの紹介を行っていきたいと考

えます。 

 また、今後も、就労年代のがん検診の受診率

向上に努めるとともに、若い年代を含む、特に

多忙な年代に検診と月１回の自己触診の重要性

と、異常があった場合の医療機関への早期受診

の啓発に努めていきます。 

 なお、がんの予防、早期発見の対策と併せ、

治療中の支援も重要と考えます。がん患者の副

作用による外見の変化など、患者のストレスを
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軽減するケアであるアピアランスケア及び社会

復帰の支援策として、医療用補正具であるウィ

ッグの購入の助成事業を検討しております。早

期発見、早期治療から、社会復帰までの支援に

も努めてまいります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  子育て応援部長。 

○子育て応援部長（佐々木一富君）  私のほう

からは子宮頸がんワクチンの接種について、答

弁させていただきます。 

 子宮頸がんワクチンの接種の対象者は12歳と

なる日の属する年度の初日から16歳となる日の

属する年度の末日までの間にある女子、これは

小学校６年から高校１年相当の女子であります。

この接種に係る費用は公費負担となり、全て無

料として接種を推奨してきたものでございます。 

 しかし、国内で接種後の副反応による健康被

害の発生事例により、わずか２カ月後に、国か

ら定期接種の積極的勧奨を差し控えることを勧

告する通知が出されました。 

 以後、厚生労働省では、子宮頸がんワクチン

ＨＰＶ接種に関する情報提供の在り方が検討さ

れているところでございますけれども、現在に

至るまで積極的勧奨の差し控えが続いている状

況となってございます。 

 接種については、議員が言われるとおり、予

防接種に対しての正しい知識と情報を得ること

が何より大切であると心得てございます。 

 現在、当市ホームページで子どもの予防接種

についての情報を掲載し、健康福祉の里内にお

いては、ワクチン接種に関するリーフレットを

備えるとともに、相談窓口、その対応を行って

いるものでございます。 

 今後におきましては、予防接種のリーフレッ

トの配布、相談窓口の設置、さらには予防接種

の有効性を学ぶ機会の提供及び市医師会など、

医療関係団体とも連携を密にしながら、きめ細

かな支援に努めてまいりたいと考えます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  学校における男女共

同参画の取組について、お答えいたします。 

 「男女が共に尊重し合い、共に参画する社

会」の実現のためには、幼少期から学校や家庭

において男女平等や人権尊重、男女の相互理解

と協力の重要性について、発達段階に応じた教

育を行うことが重要であると認識しております。 

 現在、市が策定を進めている「第４次と・

お・の いきいき参画プラン ～遠野市男女共

同参画基本計画～」は、令和３年度から５年間

を計画期間としております。 

 その策定の基礎資料として活用するため、今

年度実施したアンケートがあり、「男女の地位

は平等だと思いますか」の調査項目に対しては、

学校教育分野においては、肯定的な回答が82.

9％となっております。平成27年度に実施した

前回調査と比較すると17.5ポイントの増となっ

ており、教育の現場で男女平等の意識が進んで

いることが分かる結果となっております。 

 子どもたちは、社会科、家庭科、道徳、特別

活動などの学習を通して、男女共同参画につい

て学んでおります。 

 小学校では、家庭科の時間に家庭生活を支え

る仕事を互いに協力し、分担する必要があるこ

とを学び、道徳の時間には、異性について理解

しながら人間関係を築いていくことについて学

んでおります。 

 中学校では、道徳及び社会の時間で男女共同

参画について学びを深めており、これらのこと

は学習指導要領にも示されております。 

 教職員においては、学校における男女共同参

画の推進を図るため、県教育委員会が実施して

いる研修体系に基づく研修に参加し、指導に生

かしております。 

 また、いわて県民計画の「多様な生き方が認

められる男女共同参画社会の実現に向けた環境

の整備」に係る指標では、児童生徒名簿を男女

の分け隔てなく50音順で作成する男女混合名簿

の使用率を目標値としております。 

 県全体の令和２年度の目標値は、小学校で6

5％、中学校で50％でありますが、本市におい
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ては、全ての小中学校が使用しているところで

ございます。 

 学校においては、児童会、生徒会や委員会、

部活動の教育活動や行事全般において性別にか

かわらず対等に参加し、一人ひとりの能力や個

性が発揮できるよう取り組んでおります。 

 このように、学校において男女平等の意識は

高まってきておりますが、「男女の地位は平等

だと思いますか」の問いに対して、２割弱の方

は「平等とは思わない」と回答していることか

ら、今後も全ての教育活動において、男女平等

の意識を高める教育を進める必要があると考え

てございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午前10時57分 休憩   

────────────────── 

   午前11時07分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。 

 ６番小林立栄君。 

   〔６番小林立栄君登壇〕 

○６番（小林立栄君）  市長、教育長、それぞ

れ部長から御答弁を頂きました。 

 女性特有のがん対策については、これまで今

回で３回目になりますかね。テーマとして取り

上げさせていただきました。 

 乳がんの検診についても御答弁でもありまし

たが、集団検診は40歳からなんですけれども、

やはり20代、30代の若い方とか、あと忙しい方

で受診機会を逃してしまった方、そういった方

が発見したときにはもうちょっと進んでいたと

いう事例もあるそうです。 

 ぜひ御答弁にもありましたとおり、若い方へ

の自己検診の大事さというところの周知、普及

にも取り組んでいただきたいと思います。 

 また、がんと闘いながら自分らしく生きてい

くことを応援するアピアランスケア、それにつ

いても御答弁の中で触れていただきました。ぜ

ひトータルでがんとどう向き合い、闘っていく

か、がんと一緒に自分らしい生活を送れるかと

いうところを大事に取り組んでいただきたいと

思います。 

 子宮頸がんワクチンにつきましても、積極的

に接種してくださいという質問ではございませ

ん。要は選択ができるようにしっかりと情報を

当事者の若い女性の方々、その御家族にお届け

をしてほしいという思いでの質問でございます

ので、国のほうでも10月に個別情報を提供する

ことを徹底してくださいということで、通知が

出ているようでございますので、ぜひ取組のほ

う進めていただきたいと思います。 

 事前の通告に従いまして、再質問、２点、お

伺いをいたします。 

 ワーク・ライフ・バランスについてとハラス

メントについて、それぞれ１点ずつ再質問をさ

せていただきます。 

 これは、ちょっと民間のデータの記事なんで

すけど、取るだけ育休、男性の３人に１人は家

事、育児時間が２時間以下、そういったデータ

もございます。男性が育休を取っても３人に１

人は家事、育児時間が２時間以下という、こう

いった民間の調査結果なんですけれども、私自

身、これまで子ども３人育ててまして、育児休

業の制度、これは、すみません、私も利用して

おりません。 

 ただ、職場の理解を頂きながら休みを頂いた

り、早退したり、仕事の合間に家に帰って、家

事や育児に参加してきたという思いはあります。

妻がそれをどう思い、評価しているかはまた別

な話ではありますが、いろいろ家事のほうも自

分なりには一生懸命取り組んでおりまして、た

だ、皿洗い、水を流しながらやっていると怒ら

れたり、冷蔵庫の中身を勝手に捨てたりして、

もったいないと注意されたり、正直、おもしろ

くない思いをすることもございます。というか、

これは今も続いているんですが。 

 あとは、子どもが夜泣きしてもどうしても気

づかずに寝てしまってまして、翌朝嫌味を言わ

れたりとか、実際、子育てをしていれば、ワー

ク・ライフ・バランスという中で努力をしても

妻が求めていること、夫が求めていること、夫
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婦間のすれ違いでいらいらしたり、そういった

ことが現状であると思います。 

 育児、介護休業の取得率の向上など、制度上

の取組も大事でありますが、そのほかまだまだ

取り組めることが多々あると思います。 

 市民アンケートの調査結果でも明らかになっ

ているように、やはり子育て支援施策の充実は

これは必須であります。また、男らしさ、女ら

しさという性的役割分担意識にも世代間に差が

あると思います。 

 よく学校に雑巾を持っていくという話を聞い

たことがあるんですけども、昔はお母さんなり

おばあちゃんが縫ってそれを子どもたちが学校

に持っていったと。今は100円ショップでも十

分買えるわけです。中には得意な男性が縫った

り、おしゃれに作ったりもする。そういった意

味で、その当時当時の社会環境であったり、状

況によって、男らしさ、女らしさっていう役割

分担の意識っていうのもかなり差があると思い

ます。 

 そういった意味では、各世代にあった啓発に

取り組んでいくっていうことも必要な視点であ

ると考えます。そうして、世代間ギャップを縮

めて、家庭、地域でお互いに支え合える環境づ

くり、これも必要となると思います。 

 また、家事、育児、介護への男性の参加意欲、

これは高まってはいますが、先ほどの私のよう

に、実際に経験や技術が不足していて、なかな

かうまくいかない、そういったケースもござい

ます。 

 このワーク・ライフ・バランスを結婚生活や

子育て、介護について事前に話し合ったりイ

メージを共有したり、そういった事前教育とい

うものが今求められております。 

 これは、ある企業さん、ある自治体で使って

いるそうなんですけど、事前に夫婦でミーティ

ングっていうことで、こういう物を使いながら、

家事の分担どうしようかなとか、こういうとき

どうしようと、そういったものを夫婦で事前に

話し合っていくというシートだそうです。こう

いった物を活用したり、家事、育児、介助の知

識や技術、これを学ぶこともすごく大事である

と思います。 

 働き方の制度上の取組以外の面でのワーク・

ライフ・バランスの今後の具体的なアプローチ

も必要となってくると思いますが、現状と今後

の取組について、まず１点、お考えをお伺いい

たします。 

 あと、２点目、ハラスメントについて伺いま

す。 

 労働施策総合推進法、通称、パワハラ防止法

の改正において、性自認や性的指向に関するハ

ラスメントであるＳＯＧＩハラ、本人の性自認

や性的指向などを本人の同意なく第三者に暴露

するアウティングの防止策を講じることが義務

づけられました。 

 これは、セクハラ防止対策としてだけではな

く、私達市民一人ひとりが多様な性について理

解を深め、多様性を尊重した差別や偏見のない

共生社会、男女共同参画社会を築いていく上で

も重要なことであります。 

 これも改めての質問となりますが、ＳＯＧＩ

やアウティングを含め、多様な性について、遠

野市男女共同参画基本計画にしっかり位置づけ

ながら、理解促進の啓発に積極的に取組んでい

く必要があると考えますが、今後の取組等につ

いて、市長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  小林立栄議員の再質問

にお答えをいたします。 

 先ほど、それぞれの男女共同参画社会の問題

をはじめ、ワーク・ライフ・バランスの様々な

取組等についても私のほうから御答弁申し上げ

たところでありますけども、遠野市はこれまで

出産前の夫婦、または、家族ということになろ

うかと思っておりますけども、対象としたファ

ミリー教室を開催いたしまして、赤ちゃんの沐

浴の仕方、これは特に御主人のほうの役目も非

常に大きいということをよく聞くわけでござい

ますけども、一つのファミリー教室の中でその

ような対応を行うということの沐浴の仕方、あ
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るいは、紙おむつの交換の仕方、これを夫婦そ

ろって学ぶというような機会をつくったりして

おります。 

 また、生涯学習の観点からも、男性を対象と

した料理教室「お父飯（おとうはん）」という。

お父さんの「さん」の代わりに「飯」と書いて

「お父飯」という、そのようなネーミングでも

って開催をしたりしながら、働き方以外にも具

体的な事業を展開してきた。これが、いうとこ

ろの「ライフ」ということにつながるというこ

とになるんではないのかなというように思って

おりますし、世代間ギャップ、あるいは、個人

個人のスキルの不足等、これが個別具体的には

多くの課題があるということはただいま御質問

にあったとおりであります。 

 そのようなことを踏まえれば、これからの家

族での理想の一つの家事の在り方、育児分担の

話合い、そのような、このことを決められるよ

うなミーティングシートの導入や他の取組事例

等を紹介するなどの、これは、いうところの、

決め手がないとなれば、地道にこういったもの

に取り組んでいくということになるんではない

のかなと思っておりますので、「ライフ」とい

う中で、日常の生活の中に素直に受け入れると

いうような、そのような環境づくりに取り組ん

でいかなきゃならないかというように思ってい

るところでございますから、御理解を頂ければ

と思っております。 

 それから、これも先ほどハラスメントの中で

答えたところでありますけども、労働施策総合

推進法という法律。労働施策総合推進法って何

だろうといったら、いわゆるパワハラ防止法だ

という、そのようなことになっているわけであ

ります。 

 パワハラ防止法を正式な法律名でいえば、労

働施策総合推進法ということになるわけでござ

いますので、それを踏まえれば、いろんな今の

質問にありましたとおり、この問題についても

やはりしっかりとした向き合い方をしていかな

きゃならないかというように思っております。 

 繰り返しになりますけれども、「第４次と・

お・の いきいき参画プラン ～遠野市男女共

同参画基本計画～」の策定に向けて作業を行っ

ているところでありますけれども、国や県でも

今年度それぞれの計画策定に向けた作業が進ん

でおります。そのような方との、そういう計画

との整合性を図りながら、小林議員が話してお

りますとおり、ＳＯＧＩ、アウティング、こう

いったことを含めながら、多様な性について可

能な限り計画に取り入れるというような取組を

していかなければならないんじゃないだろうか

と。一人でも多くの市民が正しく理解できるよ

う広報、啓発を図っていくことになろうかと思

っております。 

 なお、このＳＯＧＩ、あるいはアウティング

という中における言葉の認知度は、特にＳＯＧ

Ｉという一つの定義でありますけれども、これ

については、認知度はアンケートのよると事業

者のアンケート等を踏まえますと10ポイントぐ

らいにしかなっていないということであります。

これが一つの状況でございますから、このとお

り、多様な、何と申しますか、多様性を尊重し

ながら、より公平、平等にっていうことになれ

ば、このような考え方についてもしっかりと周

知を図るという中で意識の一つの、何と申しま

すかね、啓発の中で取り組むということが肝要

ではないかなと思っているところでございます

から、よろしく御理解を頂ければと思っており

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ６番小林立栄君。 

   〔６番小林立栄君登壇〕 

○６番（小林立栄君）  今回、男女共同参画社

会の実現に向けて、あと、ヘルプマークの普及

啓発をと題して一括で質問をしてまいりました。

どちらも共生社会を築いていくという点では同

じ、そういったキーワードを持っている取組で

ございます。要は目指すところの社会像は同じ

ものであると思います。ぜひ豊かな市民生活を

営んでいけるようなきめ細かな対応を、社会の

変化も激増していますが、そういった中で着実

に進めていただきたいと思います。 

 以上をもちまして、一般質問を終了いたしま
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す。 

○議長（浅沼幸雄君）  消毒のため暫時休憩い

たします。 

   午前11時20分 休憩   

────────────────── 

   午前11時23分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  再開いたします。 

 次に進みます。７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  遠野令和会、菊池美也

です。 

 遠野、そして、日本のみならず世界の未来を

託す上でわらすっこの確かな学力の育成は重要

な施策です。今定例会に上程されている議案第

82号第２次遠野市総合計画後期基本計画案の中

においても、前期基本計画からの継続施策とし

て位置づけられております。 

 確かな学力の育成に関わって、小中学生の学

力・学習状況調査の手法について教育長と質疑

を交わしてまいりたいと思います。 

 子どもからの素直な質問への回答に窮した経

験をお持ちの方は多くいらっしゃると思います。

素直で純粋だからこそ生まれる子どもからのユ

ニークな、そして、素朴な質問。 

 例えば、「どうして勉強しなきゃいけない

の」「何で学校に行かないといけないんだろ

う」「理科や数学の知識が社会に出て何の役に

立つんだろう」。 

 回答に迷ったことのある親御さん、御父兄は

多いことと想像します。学校そのものが嫌いな

わけじゃない。学校で友だちと会うのは楽しい

し、会えなくなったら寂しいと思う。部活の練

習は大変だけど、何とか頑張っている。 

 ただ、問題なのは勉強だ。授業はつまらない

し、毎日の宿題、中間テストに期末テスト、考

えただけでうんざりしてくる。どうして勉強し

なくちゃいけないんだろう。 

 当然の悩みだと思います。私自身もそうでし

たが、きっと誰もが一度は突き当たった経験の

ある疑問であると思います。 

 教育長ならば、「どうして勉強しなきゃいけ

ないの」とわらすっこに尋ねられたらどのよう

にお答えになりますか。小学１年生に諭すのと

中学生に回答するのとでは言い回しが異なって

くるかもしれません。今日のこの場面では中学

生に向けてお答え願います。 

 素朴な疑問です。「どうして勉強しなきゃい

けないの」。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  菊池美也議員の一般

質問にお答えいたします。 

 「どうして勉強しなくてはいけないの」とい

う中学生の問いにどのように答えるかという御

質問でございました。 

 この問いに対する答え方は、人によって様々

であり、これが唯一の正解というものはないと

いうように思ってございます。 

 私が答えるとすれば「自分が自分らしく、よ

りよく生きるため」であると話します。 

 なぜこのように答えるのかということについ

て若干説明をさせていただきます。 

 「自分が自分らしく」という言葉についてで

すが、簡単に言えば、自己を確立することです。

様々な立場における自分自身の在り方について

自分なりの考えを持ち、自己認識ができること、

いわゆるアイデンティティを確立することでご

ざいます。自分自身を見つめ、自己を確立し、

自己実現に向けて進むことにより、自己存在感

や自己有用感、自己肯定感が育まれるものと考

えてございます。 

 次に、「よりよく生きる」についてです。 

 「よりよく生きる」とは、自分自身が納得で

きる生き方をするという意味があります。つま

り、自分の生き方の目標を自覚し、明確にする

ことがスタートであり、その実現のためには、

計画性、実践力、評価、改善という営みを不断

に行うことが肝要であると思います。つまり、

課題や問題を自分自身で解決する力を養うこと

が大切であるということです。 

 学校教育のねらいの一つは、この課題や問題

を自力解決する力を養うことであり、学習指導
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要領では「生きる力」という言葉で表しており

ます。 

 学習指導要領は、本年度は小学校、来年度は

中学校が改訂となります。この改訂には「これ

からの社会がどんなに変化して予測困難になっ

ても、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、

判断して行動し、それぞれに思い描く幸せを実

現してほしい。そして、明るい未来を共に創っ

ていきたい」という願いが込められております。 

 よりよく生きるための力は、まさに学校教育

で育みたい力だと考えております。 

 「自分が自分らしく、よりよく生きる」とい

う言葉には、学校教育という学びを通して一人

ひとりの子どもたちが自分の価値に気づき、相

手の良さを知り、多様な人々と協働しながら

様々な社会的変化を乗り越え、よりよい人生と

社会を築いていってほしいと思いを込めている

ものでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  自分が自分らしくより

よく生きるため。 

 勉強する意味って確かに教育長おっしゃると

おり一つだけじゃないんですよね。様々な方が

勉強する意味について様々な表現をしています。

所々に紹介を挟みながら質問を続けてまいりた

いと思います。 

 大人の皆さんも子どもの頃、親御さんに「ど

うして勉強しないといけないの」と聞いたこと

はありませんか。すると、このような答えが返

ってきたのではないでしょうか。 

 「いい大学に入るため」「今のうちに勉強し

ておかないと後で苦労するよ」「なりたい仕事

に就くためだ」。 

 確かにそのとおりです。大人になってみると

学生時代にしっかりと勉強しておくことの大切

さや意味を実感することも多いはずです。 

 でも、果たしてこの回答でわらすっこたちは

本当に納得し、勉強に対するモチベーションが

上がるのでしょうか。大学、苦労、仕事。どう

ですか。勉強したくなりますか。 

 なぜ勉強はつまらないのか、簡単な理由が隠

されていると思います。 

 レンガを積み上げて建物を造っている場面を

想像してみます。このとき、あらかじめ「レン

ガを積み上げて家を造ろう。完成したらみんな

で楽しく暮らそうぜ」と言われていたらそれな

りにやる気も出てまいります。 

 でも、何のためにレンガを積み上げているの

か分からない、理由を誰も教えてくれなかった

としたらどうですか。いつ終わるかも分からず、

なぜ自分がやらなきゃいけないのかも教えても

らえない。かなりつらい作業になりそうですよ

ね。 

 勉強だって同じ。わらすっこたちは勉強その

ものが嫌いなのではありません。勉強という、

やる意味が分からないものをやらされることが

嫌なだけ。 

 教育評論家の石田勝紀氏は、高校受験を控え

たある生徒にこう答えています。 

 「勉強は自分の成長のため」「トップ校に行

く人とできない自分との比較ではなく１カ月前

の自分と比べて成長したのかどうかが重要」。 

 さて、テストスコアの平均値だけを見ても、

その学校の真の教育力は見えてきません。成長

を促すことこそが本来の教育であり、学力・学

習状況調査は伸びを経年で把握できるものであ

ることが必要と考えます。 

 ある時点のある学校のある学年の児童生徒の

学力・体力が、他校と比べて、あるいは、全国

と比較して平均的に高いかどうかという情報は

持っているものの、なぜこの学年が学力が高い

のか、どういった要素が学力・体力向上にとっ

て重要なのかといったような科学的な分析を行

うための情報が弱いように思われます。 

 また、一人ひとりの経年的な変化に関する知

見やどういう教育が成果を上げたのかという原

因分析が手薄になっているように見受けられま

す。 

 遠野市が実施している学力状況調査は児童生

徒自身の学力の伸びを把握する方法になってい

るのでしょうか。お伺いいたします。 
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○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  本市で実施しており

ます学力調査が学力の伸びを把握する方法にな

っているかというようなお尋ねでございます。 

 本市におきましては、標準学力検査を行い、

児童生徒の学力を把握してございます。この検

査は、平均点によって比較することなく、全国

標準化された共通の物差しを用いるため、個人

の伸びや経年変化を見取ることができるもので

あり、学習指導要領に準拠しております。 

 出題内容は、学習内容の実現状況を適切に把

握できるように全ての領域から精選された問題

が出題されております。また、妥当性、信頼性

を高めるため、難易度も工夫されてございます。 

 本市においては、小学校２年生から小学校５

年生までは国語と算数で実施し、小学校６年生

と中学校１年生は理科と社会を加え、中学校２

年生と３年生はさらに英語を加えて、実施して

ございます。 

 併せて、本市では知能検査も実施し、知能と

学力の相関を把握することとしており、一人ひ

とりの児童生徒が自分の力を発揮しているかど

うかについても経年で確認できるようになって

ございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  テストの順位が10番か

ら５番になりました。良かったね。勉強に対す

るモチベーションの一つにつながるのかもしれ

ません。 

 逆に、テストの順位が20番から30番になって

しまった。あくまでもこれは相対的な、周りの

クラスの生徒との比較の上で順位が下がっただ

けで、学力が縮んだわけじゃないんですよね。

20番の僕と30番の僕、一生懸命勉強したんだけ

ど、順位が下がってしまった。 

 伸びた部分が本当はあるはずなんです。そう

いったところをより具体に児童生徒に伝えられ

るような手法が僕は必要じゃないかなと思って

の質問でございました。 

 次の質問に入ります。 

 教育ジャーナリストの太田敏正氏は、勉強と

は生きる力を引き出すことだと説いています。 

 ちょっと紹介します。 

 「未知なる状況に接しても狼狽することなく、

道理を見極めて対処する能力こそどんな状況の

中でも生きる力であり、大人がすべきことは子

どもに生きる力を授けることではなく、子ども

の生きる力を引き出すことである」と説いてい

ます。 

 伸びが分かる学力・学習状況調査は、児童生

徒にとって自分の能力の伸びが確認できるとと

もに教師にとっても自分がどのくらい児童生徒

を伸ばしたかが分かるため、そのデータを使っ

て自分の指導のさらなる改善につなぐことがで

きると思います。 

 教員ごとに自分の指導で児童生徒がどの程度

伸びたかが分かることで、初めて自身の指導の

現状を知り、改善することができるようになる

のではないでしょうか。 

 児童生徒、個人の伸びを把握する調査をされ

ているということでございました。児童生徒の

伸びを先生が原因分析として使っているものな

のか、授業の改善のきっかけにつなげているも

のなのか、お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  先ほど調査について

は御案内いたしましたので、その伸びを、例え

ば、指導に生かす、授業改善に生かすようなこ

とになっているかという御質問でございます。 

 本市におきましては、標準学力検査は平成25

年から継続して実施をしておるところでござい

ます。先ほど述べましたように、この検査は個

人の伸びや経年変化を見ることができるもので

あります。 

 議員御指摘のとおり、児童生徒一人ひとりの

実態把握と教師の指導方法の改善というものは

一体のものでございまして、調査結果から得ら

れた児童生徒の学びの姿に応じた指導方法の改

善を図っていくことは重要でございます。 
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 本市の学力の現状把握につきましては、市教

育研究所が主体となりまして結果の分析を行い、

知能と学力の相関等について市全体としての成

果と課題を明らかにしております。 

 ここ５年を見ますと、知能から期待される学

力を発揮している児童生徒の割合は、小学校は

90％前後を維持しており、中学校では、５年前

に72％だったものが80％台半ばまで伸びるなど、

改善が図られているところでございます。 

 市内全ての学校におきましては、児童生徒一

人ひとりの各教科の領域における達成状況や学

習状況について把握し、明らかとなった成果と

課題から、指導、支援の改善、充実に取り組ん

でいるところでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  自分はなぜ子どもの力

を伸ばせたんだろう、伸ばせなかったんだろう。

どんな指導をしていたんだろう。この指導を続

けるべきか、変えるべきか。 

 先生方自身も自分の指導を見つめ直すだけで

はなくて、自分だけで見つめ直すだけじゃなく

て、学び合うきっかけにこれからも学力・学習

調査結果を生かしていただければと思います。 

 教育ジャーナリストの太田氏の言葉を再度お

借りしますけれども、「未知なる状況に接して

も」、今のような未知なる感染症に接しても

「狼狽せず、道理を見極めて対処する能力」が

わらすっこたちに十分備わっているという評価

ができるのかどうか。私はまだまだ物足りない

なと感じております。 

 子どもたちの生きる力をどうやって引き出す

か、いろいろと考えていかなければならないの

ではないでしょうか。 

 では、次の質問に入らせていただきます。 

 ＩＱや学校のテストのように数値化できる認

知能力に対し、非認知能力とは、目に見えない、

感情や心の働きといったような、数値で表すこ

とが難しい分野の能力のことを指します。「社

会情動的スキル」とも言われていて、例えば、

自分で目標を決めて取り組むことができるとか、

周りの人と円滑にコミュニケーションが取れる

とか、自分を大事に思えるというようなことで

す。 

 これらは、人生そのものに深く関わってくる

ものだとされております。 

 これまでの社会全般では、偏差値やＩＱ、運

動能力といった目に見える結果や数値化できる

力である認知能力のほうが重要視されておりま

したし、そのような調査が行われてきたように

思われます。 

 けれども、数値化できる能力よりも、目に見

えない数値化しにくい力、非認知能力のほうが

将来の成功につながるのではないかという最近

の研究もあるようです。 

 教育長は、非認知能力と学力との相関関係に

ついて、どのようにお考えになりますか。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  非認知能力と学力の

相関関係ということに関わるものについてでご

ざいますけども、まず、学力は３つの要素から

なると法で規定されており、１つ目は、基礎

的・基本的な知識、技能、２つ目は、思考力・

判断力・表現力等、３つ目は、主体的に学習に

取り組む態度となってございます。 

 １つ目、２つ目は認知能力であり、３つ目は

非認知能力となっていることから、認知能力と

非認知能力はどちらも学力の要素であり、どち

らも大切なものであると考えております。 

 国においては、全国学力・学習状況調査にお

いて、これらの相関関係を示しており、１例を

挙げますと、「自分には良いところがあると思

う」や「物事を最後までやり遂げてうれしかっ

たことがある」と回答した児童生徒は教科の正

答率が高い傾向があると分析されております。 

 このように、学力の３要素、いわゆる認知能

力と非認知能力との間には一定程度の相関関係

があるものと認識しているところでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  学力を伸ばすには非認
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知能力を伸ばすことがもしかしたら鍵の一つな

のかなと考えます。 

 汐見稔幸東京大学名誉教授は「なぜ勉強する

のか」という問いに「好奇心や思考力、表現力

を伸ばすため」と答えています。 

 紹介します。 

 これからは、「教えたことをどのくらい覚え

ているか」を学力の目安とするよりは「与えら

れたテーマをどう解決していくか」という思考

力や「考えたことをどう伝えるか」というコミ

ュニケーション力や表現力を学力として考えた

ほうが良いとした上で「豊かな思考力を身につ

けるには思考する練習が必要」とのことです。 

 つまり、テストで良い点を取るだけのための

勉強が必要なのではなく、もっと広い視野で物

事を考え、自分の言葉で表現する手段として勉

強することが大切なのです。 

 また．メディアアーティスト、大学教員、実

業家など、多才に活躍されている落合陽一氏は、

勉強する理由を「新しいことを考えたり、新し

いことを身につける方法を学ぶため」と答えて

います。 

 新しいことを学ぶ必要があるときに「どう学

ぶのが自分にとって効率的か」を知っていると

非常に有利になる。そのために、どうやってそ

の状態に自分を持っていけるかを考えながら、

常に勉強し続けることが大事になってくる。 

 よく「学校の勉強なんて社会に出たらまるで

役に立たない」という言葉をよく耳にする。し

かし、学習する訓練を怠っていたら、社会に出

たときに新しいことを学習する方法が分からな

いのでつまずいてしまう。落合氏は勉強する理

由をこのように答えております。 

 学校は、学力以外にも、自制心や自己効力感

といった非認知能力を伸ばす場所であってほし

いものです。 

 そのとおり、法律にもあって、学力の３要素、

これに基づいて学校が運営されていると。 

 子ども自身が自分の意思で行動する力や好き

なものに夢中になる力、「自分はそのままの自

分でいいのだ」と思える自己肯定感、自分の感

情をコントロールできる力や気持ちの切替えが

できる力、人と協働したり、人に思いやりを持

ったりする力といったような非認知能力につい

ての具体的な調査が行われているのかどうか、

また、それは児童生徒の自己評価アンケート方

式ではなくて、学問的な裏づけを持った非認知

能力調査なのかどうか、お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  自制心や自己効力感

といった非認知能力の調査を本市において行っ

ているかというふうな問いでございます。 

 本市におきましては、自制心や自己効力感と

いった非認知能力に焦点化した学問的な裏づけ

を持った調査は、残念ながら現段階では実施し

てございません。 

 しかしながら、学校における児童生徒への教

育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるこ

と等を目的として行われている全国学力・学習

状況調査では、対象を小学校６年生、中学校３

年生として、挑戦心、達成感、自己有用感等に

関する質問紙調査を行い、教科調査の正答率と

の相関関係を分析し、公表をしております。 

 調査項目は、毎年度、国において専門家の知

見を集めて作成しているものであり、調査の内

容や方法については理論的な裏づけがあるもの

と認識をしてございます。 

 本市におきましては、単独の調査はしてござ

いませんが、全国調査の分析結果を活用しまし

て、授業改善に取り組んでいるというところで

ございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  全国学力状況調査の分

析をしながら授業に役立てていますという現況、

遠野の状況をお答えいただきました。 

 今回の一般質問の趣旨は、児童生徒一人ひと

りの学力の伸びの把握や非認知能力の調査がで

きるような新たな方式を日本で初めて遠野が構

築するべきだななんて、そんな無茶な訴えを展

開しているわけじゃなくて、このような学力・
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学習状況調査は埼玉を皮切りに福島、鳥取、高

知の各県、そして、市区町村でも宮城県白石市

や東京都三鷹市、広島県福山市、島根県益田市

などが導入しており、自治体同士が連携しなが

らさらなる広がりを見せているようです。 

 学力・学習状況を調査する上でも大きなうね

りとなっているように私は感じております。 

 これらの自治体では、主体的、対話的で深い

学び、いわゆるアクティブ・ラーニングや児童

生徒と教師の人間関係、信頼関係をいかに築け

るかが非認知能力の向上。ひいては学力の向上

に影響するという因果関係が分析として明らか

になっており、これらのデータを見ながら、教

師の一人ひとりの指導改善も進んでいるようで

ございます。 

 先に紹介した、自治体と連携して、同様の調

査に変更、導入するお考えはいかがでしょうか。

また、ＧＩＧＡスクール構想によって１人１台

タブレットが整備されます。今こそ切り替える

契機とするべきではありませんか。お考えをお

伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  児童生徒一人ひとり

の学力の伸びを確かめること、自制心や自己効

力感等と学力との相関関係のデータを指導改善

に生かすことは、いずれも大切なことであると

いうように認識してございます。 

 本市で現在実施しておる調査や授業改善の取

組は、これらの内容を包含しているものと考え

ております。 

 第２次遠野市総合計画前期基本計画のまちづ

くり指標においては、標準学力検査を指標とし

て設定してまいりました。 

 標準学力検査は、先ほども述べましたように、

学習指導要領に示された学習内容の実現状況を

適切に把握でき、個人の伸びや経年変化を見取

ることができるものであります。 

 このことから、令和３年度から始まる後期基

本計画においても、引き続き、標準学力検査を

まちづくり指標として設定し、学力向上の取組

を推進していくこととしており、継続した取組

を検証することにより、成果と課題を明らかに

し、施策に反映させていくことが肝要であると

考えております。 

 議員から御紹介いただいた事例につきまして

は、国においても議論となっておりまして、他

自治体への広がりがあるということは承知して

ございます。 

 これらのことも含め、今後も、適宜、情報収

集に努め、本市の学力向上に資するものがあれ

ば、前向きに検討してまいりたいと考えており

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  質問は以上になります。 

 勉強する意味の答えは一つだけじゃないんで

すよね。様々な方々が勉強する意味についてい

ろんな表現をしています。 

 最初の質問、「どうして勉強しなきゃいけな

いの」。失礼な、そして、もしかしたら、本会

議場での一般質問という場ではなじまないと言

われかねないような質問だったかもしれません

が、教育長からは「自分が自分らしく、よりよ

く生きるため」と素敵な答えを頂きました。 

 勉強する目的、理由に対する真の納得を児童

生徒一人ひとりが抱いてこそ、学力向上対策事

業、特定教科集中対策事業等の成果も高まるの

ではないでしょうか。納得したと思います。 

 諸外国と比較して日本全体の競争力が落ちて

いると言われている中、遠野としてどんな人材

を輩出したいのか、輩出するべきか。そのため

にはどんな教育が必要なのか。そして、世界水

準で見てどれほどすばらしい教育を与えている

ことができているのか。 

 少子高齢化が進展し、財政も厳しい時代、そ

んな時代だからこそ、学校だけに任せるのでは

なく、保護者、地域、私を含め、みんなで改め

て考察してみる必要があるように思われます。 

 一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  午後１時まで休憩いた

します。 
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   午前11時56分 休憩   

────────────────── 

   午後１時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。 

 次に進みます。17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  佐々木大三郎でご

ざいます。 

 事前通告に従い、市長に対して大項目１点、

財政状況と住民サービスの在り方について伺い

ます。 

 なお、一問一答方式で質問させていただきま

すので、簡潔な御答弁をお願いいたします。 

 また、今回の質問テーマは、前回の９月議会

で市長から「今後の検討課題」という趣旨の御

答弁を頂いた内容を中心に再度質問させていた

だきます。 

 質問に入る前に、市民からの声の一部を改め

て御紹介をさせていただきます。 

 少子高齢化と人口減少、コミュニティー低下

に加えて、厳しい財政状況下に直面しているに

もかかわらず、多くの建物が造られ、維持管理

費が増加の一途をたどっていることへの懸念で

あります。 

 そして、「ハコモノ中心の行政より身近な住

民サービスにもっとお金を使うべきだ」という

声が多く寄せられております。 

 また、前回、９月議会で質問した東日本大震

災の後方支援資料館整備に関連しまして市民か

らお手紙を頂いておりますので、その原文の一

部を御紹介させていただきます。 

 「私は、幼い子を持つ20代の父ですが、当市

の財政が厳しいと言われている中で、ハコモノ

を造り、将来の遠野市を担っていく子どもたち

に負担を強いるものには反対です。後方支援資

料館の他にも、問題の先送り、市民目線に立っ

ていない施策が多いように感じます。遠野市が

掲げている『子育てするなら遠野』も名ばかり

のように感じます。名ばかりのものではなく、

兵庫県明石市のような具体的な支援が必要と感

じます。ハコモノにお金を使うよりも、住民

サービス等にお金をかけていただきたいです」

といった内容のお手紙でした。 

 このような声は日頃から市長の耳元にも届い

ているものと承知しております。 

 市長には、この声を真摯に受け止めて市政に

反映していただきたいという思いで質問させて

いただきます。 

 それでは、質問に入ります。 

 今回、第四次健全財政５カ年計画が示されま

した。この期間は令和３年度から７年度までで

すが、財政見通しでは、最終年度の令和７年度

の歳入は令和２年度見込み比で３割近くも減少

し、貯蓄に当たる主要３基金、いわゆる財政調

整基金と市債管理基金、公共施設等整備基金で

すが、これらは令和２年度見込み額18.7億円に

対して、令和７年度見込額はわずか8.5億円と

大幅な減額になっております。 

 このため、第四次健全財政５カ年計画では、

ハード事業の一層の選択と集中で、歳出をカッ

トし。 

 この部分をもう一度強調させていただきます。 

 ハード事業の一層の選択と集中で歳出をカッ

トし、手数料や使用料の見直しなどで歳入を改

善しなければならないということになっており

ます。 

 そこで伺います。 

 歳入の急激な減少要因と貯蓄に当たる主要３

基金の大幅な減額見通しの要因について、お答

え願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  佐々木大三郎議員の一

般質問にお答えいたします。 

 一問一答方式で簡潔にというお話でありまし

た。そのような中におきまして、市民からの手

紙というのも紹介されておりましたけれども、

そのような市民の皆様の切実な声は私のところ

にも大変届いております。それは、みんなそれ

ぞれの市政課題への対する思い、そして、また
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それぞれの立場、あるいはその考え方、まさに

様々であります。 

 それをしっかりと受け止めながらいかにバラ

ンスを取るのか、いかに気配りをするのか、い

かに心遣いをするのか。 

 しかし、一方においてはどっかで割り切らな

きゃならない、まさにやりくりであります。 

 そのような中で市政運営に当たっているとい

うことにつきましては、議員各位でもしっかり

とご理解を頂ければというように思っておりま

す。 

 投書、あるいはメール、いろんな手段で、ま

たいろんな形の中での市民の皆様からの切実な

声、これはいずれも真剣に耳を傾けなきゃなり

ません。 

 それがどうでもいいんだということにはなら

ないわけであります。一生懸命になって子育て

をしている、必死になって家族を守っている、

そして、また介護を抱えながらもそれぞれの立

場の中でという中でみんな頑張っているという

ところに、いかにそれを酌み上げながらそこに

どのような形での施策を展開していくのかとい

うことがやはり極めて大事な大事な一つの対応

ではないのかなということを常に思いながら市

政運営に当たっているということについて、ち

ょっとくどいわけでございますけども、改めて

私の思いといったものを皆様にお伝えを申し上

げたいと思っております。 

 さて、この歳入の急激な減少要因、あるいは

貯蓄に当たる主要３基金の大幅な減収という中

のお話がありました。そして、またいろいろこ

の要因といったことにつきまして、やはりこの

場を通じ、議員各位にも、また、テレビを通じ

ながらこの本会議の様子を見ている市民の皆様

にもしっかりと説明をしなければならないとい

うことでございますので、この要因とすれば、

今、ありましたとおり、この普通交付税の減少

といったものがその要因としてあります。 

 また、２つ目は、やはり市税の減少といった

ようなものもある。 

 さらには、やはりこの時代の流れ、あるいは、

この様々な、新型コロナウイルス感染症問題も

含めながら社会経済情勢がいろいろ動いている

ということに対してまさにスピードとタイミン

グを間違わないような施策も打ち出していかな

きゃならないといういような背景がありますの

で、その辺の状況については、３点ありますの

で、これを対応しております総務企画部長のほ

うから具体的に答弁を申し上げます。数字をも

って答弁を申し上げますので、よろしくお願い

を申し上げたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  総務企画部長。 

○総務企画部長（鈴木英呂君）  歳入の急激な

減少要因と貯蓄に当たる主要３基金の大幅な減

額見通しの要因は何かということでございます。 

 今般、令和３年度から始まる第２次遠野市総

合計画後期基本計画を確実なものとするため、

令和３年度から令和７年度までを実行期間とす

る第四次遠野市健全財政５カ年計画を策定し、

先日の議員全員協議会で報告させていただきま

した。 

 計画の策定に当たり、過去の推移から将来の

財政状況をシミュレーションした結果、歳入全

体においては、令和２年度と令和７年度を比較

すると約63億円の減額となる見込みです。 

 これは、令和２年度は、新型コロナウイルス

感染症緊急経済対策である特別定額給付金給付

事業費補助金約26億4,000万円や地方創生臨時

交付金約６億8,000万円の新型コロナウイルス

感染症対策に係る補助金など、令和３年度は、

ケーブルテレビＦＴＴＨ化整備事業に係る補助

金等約33億円などが含まれており、特殊要因が

あることを御了承いただきたいと思います。 

 今後５年間の歳入減少の１つ目の要因は、普

通交付税の減少です。 

 普通交付税の算定は、標準財政規模や市税、

地方譲与税等の収入額により毎年変動いたしま

すが、本市においては、旧遠野市と旧宮守村の

合併による特例措置が平成28年度から段階的に

縮減され、令和２年度で終了いたします。 

 ちなみに令和２年度の特例措置加算額は、約

2,100万円です。 
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 さらに、今年、行われた国勢調査により算定

基準である人口の減少が想定され、人口減少に

よる影響額は、年間約２億1,000万円の減額が

見込まれております。 

 ２つ目の要因は、市税の減少です。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大を受けた現

在の日本の経済財政状況は、休業者の増加など

の雇用情勢、海外経済全体の減速、製造業のみ

ならず、サービス業、飲食業にも広く影響を与

え、極めて厳しい状況であり、本市の令和３年

度以降の税収も大きな影響を受けると想定され

ます。 

 本市における自主財源の市税にあっては、太

陽光発電事業による償却資産に係る固定資産税

の増収が見込まれますが、市民税に限ってみれ

ば、新型コロナウイルス感染症の影響や15歳か

ら64歳の生産年齢人口の減少に伴い、令和３年

度は、令和２年度決算見込みに対し、約16.6％

の減額、更に令和４年度は、令和３年度見込み

に対し、約10.9％の減額を見込んでおります。 

 したがって、縮小する本市の財政規模に見合

った歳出の抑制を図らずに、現在と同様のサー

ビスを提供し続けた場合、一般財源の減収分を

主要３基金からの繰入金に頼らざるを得なくな

り、基金の残高が減少する見通しとなることか

ら、今般、第四次遠野市健全財政５カ年計画を

策定したものです。 

 新型コロナウイルス感染症の収束の見通しは

立たず、地域経済の回復は不透明であるため、

今後も状況を見極めながら財政見通しを立てて

いく必要があります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今、担当部長から

御答弁がありましたように、大変厳しい財政状

況に入ってきているというのを改めて確認する

ことができました。 

 そのことに加えまして、私が考えるには、財

政面の課題は、当初計画に計上されていない

ハード事業が突然発生するということではない

でしょうか。 

 最近の事例では、９月議会で議決された東日

本大震災の後方支援資料館についてです。 

 この建物は、当初計画により仮設のレンタル

物件として運用してきましたが、突然、買い取

りし、増築して常時設置することに変更されま

した。この計画変更によって、余計な費用発生

が伴っております。 

 また、こども本の森遠野については、建物の

改築費のほぼ全額を安藤忠雄先生の御負担で整

備していただくという大変ありがたいお話で進

められておりますが、その後、当市の財政負担

として、隣地の購入費や本棚の整備費、土蔵整

備費等々に１億円以上の経費発生が見込まれて

おります。 

 このように、途中で経費が追加される事業が

随所に見受けられております。これらは財政圧

迫の大きな要因になりますので、新たな事業展

開に当たっては、公共施設等管理計画による施

設数の適正化はもちろんのこと、将来の経費負

担や当市の財政規模に見合った事業計画と建物

の有効活用に努めるべきと考えますが、御見解

を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  それぞれの背景があっ

ての事業の選択になるわけでございますので、

いろいろと例を挙げて話をしておりましたけれ

ども、私のほうからは、この総合計画、公共施

設等の総合管理計画による施設数の適正化や将

来の経費負担、当初の財政規模に合った事業対

象、事業計画と建物の有効活用を図るべきでは

ないかと、全くそのとおりであります。そのよ

うな対応をしていかなきゃならないわけであり

ます。 

 したがって、第四次遠野市健全財政５カ年計

画の策定に合わせまして、遠野市公共施設等総

合管理計画個別計画（後期）を策定いたしまし

た。 

 策定に当たっては、第２次遠野市総合計画を

はじめとした各種計画との整合性を図りつつ、
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施設の維持管理に係る実施方針及び施設類型ご

との管理に係る実施方針を基によりよい施設の

あり方について検討いたしました。 

 ハード事業と呼ばれる施設等の整備も、それ

ぞれの計画の中に位置づけながら、施設整備に

係る経費だけではなく、完成後の維持管理費な

どのランニングコスト等についても、それぞれ

の更新前施設の経費やそれぞれの施設の経費の

傾向なども参考にしながら維持管理費を見込ん

でいるという、そのような手法を取っておりま

す。これは当たり前といえば当たり前なわけで

ございますけれども。 

 また、新たな施設整備ではなく既存施設の長

寿命化、あるいは更新を基本にしながら市民

サービスの拠点施設となるような取組を進めて

いかなきゃならないかというように思っており

ます。 

 一方で、既存の建物でも思い切って、これは

今後を考えていかなきゃならない大きな課題で

ありますけども、廃止、あるいは解体、あるい

は統合というような措置も取らなければ、将来

の費用負担の増加につながりかねないという認

識を持っているところでございますので、それ

ぞれしっかりとこの個別計画に基づきながら、

今、申し上げましたような課題等につきまして、

先ほど担当部長のほうからも３基金の問題、あ

るいは、交付税の問題、あるいは、市税の問題

等についても答弁申し上げたわけでございます

けれども、その辺をしっかりとりながら、バラ

ンスのあるやり取りをしてまいりたいというよ

うに考えてございますので、御了承願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  答弁内容と現状に

は乖離があるといいますか、違う面があると思

いますので、別な視点で質問をさせていただき

たいと思います。 

 平成29年度から令和元年度までの歳出の内訳

を確認しますと、人件費や扶助費、公債費、積

立金、繰出金など、全ての項目にわたって減額

傾向を示しております。これはすばらしいこと

であります。 

 ただ、その一方で、物件費だけが。物件費だ

けが毎年増加傾向を示しております。 

 参考までに、この物件費とは施設管理費や光

熱水費、事務用品に係る費用になるわけですが、

９月議会でも指摘させていただいたとおり、総

務省から示されている物件費に係る平成30年度

の経常収支比率は、遠野市と類似する全国の35

地方公共団体と比較して本市は最下位の35番目

に位置しております。また、岩手県平均と全国

平均と比較しても極端に悪い状況にあります。

そして、令和元年度はさらに悪化しております

し、毎年、悪化傾向にあります。 

 このことから、当市はハコモノ行政からなか

なか脱却できない状況にあると私は認識します

が、市長の御認識を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの質問の中で、

最後のほうで「ハコモノ行政からの脱却」とい

う表現がありました。この中で「ハコモノ行

政」という定義についてやり取りするつもりは

ありませんけども、何だかどうもイメージとす

れば、遠野の行政はハコモノ行政ではないかと

いうような形に取られてしまうんじゃないのか

なということを恐れているところでございます

ので、その辺の言葉の用い方については、私も

十分注意をいたしますけれども、議員にも十分

留意をしていただきたいということを申し上げ

ておきたいと思っております。 

 さて、御指摘のありました、平成30年度の決

算に係る、本市の物件費に係る経常収支、いろ

いろ質問がありました。その中で述べておりま

した。35団体中一番高い、それはそのとおりで

あります。公表された数字でありますから、文

字どおり、数字はまさにごまかせないわけであ

りますから、そのとおりであります。 

 18.6％という中で35団体中１番目の高さであ

るというような。 

 ただ、この物件費に限らず、全体の経常収支

比率は87.2％であり、こちらは全国平均の93.
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0％より低く、類似団体35団体中、６番目に低

い数値となっているということも、一つの数字

としてあるということもひとつ御承知を頂きた

いというように思っているところであります。 

 いうところの物件費とはとなれば、公の施設

の指定管理料や光熱水費の建物の維持管理に係

る経費だけではないわけであります。 

 人件費や維持補修費、あるいは扶助費、さら

には補助費等以外の市が支出する経費であるた

めに、賃金や旅費、各種業務委託料、使用料な

ども含まれているということもひとつ御承知お

きいただきたいというように思っております。 

 平成30年度の物件費に係る経常収支比率の増

要因は、経常的一般財源である普通交付税が約

２億8,700万円ほど、あるいは臨時財政対策債

が約3,000万円それぞれ減少したことが挙げら

れると分析をいたしております。 

 ちなみに、令和元年度決算では、本市の物件

費に係る経常収支比率は20.2％であったが、そ

の増要因は、前年度に比較し、地方税が約１億

4,200万円、普通交付税が約１億3,100万円それ

ぞれ減少しております。 

 そのことによりまして、また、一方において

は、昨年10月１日からでありますけども、御案

内のとおり、消費税率が引上げになりまして、

物件費自体の増額になったということも要因と

して挙げられております。 

 今、いろいろ数字を申し上げました。 

 したがいまして、このような一つのやり取り

の中で個別計画を健全財政５カ年計画としっか

り整合性を図りながら、一方においては、後期

計画との一つの整合性も図りながらという中で、

ただいま申し上げたような中の数字を真摯に受

け止めながら厳しい行財政のやり取りをしてか

なきゃならないんじゃないのかなというように

認識をしておりますので、御了承いただければ

と思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  ただいまの市長の

御答弁の中に「ハコモノ」という言葉に対して

だいぶ敏感になっておられるようでありますが、

この言葉は何も私が特別使っているわけではな

くて、日常的に利用されている用語であります。

また、マスコミ報道でも盛んにこのような言葉

は使われていますので、私はごくごく普通のこ

とであるというふうに理解しております。 

 別な視点で伺いますけども、このハコモノに

は毎年維持管理費が発生しますので、有効に活

用されなければ、財政を圧迫して住民サービス

の低下に陥ってしまうと認識しております。 

 この件も以前から指摘してきた案件ですが、

中心市街地活性化を目的にこれまで建物整備等

に約100億円を投じてきたにもかかわらず、観

光客の入り込み数と市街地の通行量は目標値の

半数にとどまっております。この対策について、

市長から何度も御答弁を頂いておりますが、改

善の兆しは一向に見えてまいりません。 

 そこで伺います。 

 来年度からスタートする第２次遠野市総合計

画の後期５カ年計画には、改善に向けてどのよ

うな方針、あるいは対策でもいいですので、掲

げておられましたら、概略でよろしいので、お

答え願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、何度もとい

う話がありました。何度もこの問題につきまし

ては議論を交わしてまいりました。やはりこの

問題ははっきり言えば決めてがなかなか見いだ

せない。そして、またいろんな社会経済情勢、

１年前、新型コロナウイルス感染症がこのよう

な状況になるということは、まさに、まさかで

あったわけでありますけども、そのようなもの

が、今、この中心市街地の活性化のプロジェク

トにも大きく影を落としているという状況にあ

るわけでございますから、それをしっかりと見

極めながら対応していかなきゃならないんじゃ

ないのかなというように思っております。 

 さて、御質問の総合計画後期基本計画におい

ては、中心市街地活性化の推進、遠野まちなか

の賑わいの創出、さらには、宮守まちなかの賑
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わい創出を一つの施策の方向に位置づけをいた

しました。中心市街地の活性化に取り組むとい

うことを明確に後期基本計画の中にも位置づけ

たところであります。 

 また、さらには、遠野市立博物館やとおの物

語の館を中心としたまちなか観光を推進するこ

ととしておりますし、まつり、イベント、さら

にはそういったものについてもホームページ等

でのＰＲを進めていきたいというように思って

おります。 

 遠野風の丘や旅の蔵遠野を中心とした観光案

内機能、宿泊業及び観光関連業の情報提供機能

の充実を図るなど、観光意欲を高める取組を進

めることといたしております。 

 この様々な中におきまして、観光推進協議会

なども全く新たな形で民間主導の形になりまし

た。いろいろなアイデアが出てきております。

いろいろなソフトが組み込まれておりますので、

この後期計画の中に位置づけた一つの柱の中で

それぞれ観光振興計画であるとか、中心市街地

まちなか活性化計画であるとか、そのような計

画の中でさらに肉づけをしてまいりたいという

ように思っておりますので、これからも御理解

と御支援を頂ければということを申し上げたい

と思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  遠野市にはいろん

な計画があります。また、プロジェクトも多く

存在しております。そして、その内容は重複し

ておりますので、いまいち分かりにくい仕組み

になっております。 

 そこで、中心市街地活性化基本計画の疑問点

について伺います。 

 この計画はこれまで10年間にわたって取り組

んできましたが、今年度が最終年度に当たりま

す。私の疑問は基本計画全般の進行管理はどこ

の部署が統括しているのか、また、その実施結

果を検証されているのか、そして、的確な改善

策を講じてこられているのか、その辺が理解で

きませんので、御見解を御説明願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま10年になると

いう話がありました。本当にあっと今の10年と

いうことになろうかと思っております。様々な

中で進んで、あるいは、立ち止まり、あるいは、

一歩後退、一歩前進という中でこの中心市街地

の活性化計画の進行管理に努めてきたというよ

うな状況にありまして、それぞれがいろんな面

で課題は抱えておりますけども何とかかんとか

機能しているんじゃないのかなというように思

っておりまして、今、この10年という節目の中

で新たなステージをつくらなきゃならない。 

 先ほど申しましたとおり、後期基本計画、こ

れに入ってくる。あるいは、観光振興計画、あ

るいは、中心市街地の活性化計画といったもの

がそれぞれありますので、これをしっかりと総

括しながら、大綱としての大きな総合計画の柱

の中でそれぞれ具体的にどのようにそれを進め

ていくのかということにつきまして、検証をし、

また、総括をしながら進めていかなきゃならな

いかというように思っておりますので、一つこ

れにつきましても、いずれはきちんと総括した

ものはお示しすることができるかというように

思っておりますけども、このいったいどこが進

行管理しているのかという部分なわけです。こ

れが一番、いうところのこの中心市街地の活性

化というのは、経産省の一つの所掌と、それか

ら、国土交通省の所掌と２つありまして、縦割

りの弊害といったようなものが、我々の市町村

の現場にも来ているということでありまして、

そのようなことであれば、ハード事業の整備は

環境整備部まちづくり推進課で所掌しておる。

そして、ソフト面は、中心市街地活性化基本計

画は産業部の商工労働課で進行管理していると

いう、そのような状況でありますので、これを

それぞれの計画の中におきまして、一方は、ま

ちづくり推進課だ、環境整備部だ、一方は、産

業部だ、商工労働課だと。これはそのとおりな

わけでございますけども、それをしっかりと連

携を図りながら、まさにいつも言っているとお
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り、総合力という形に持ち込まなきゃならない

わけでございますので、それぞれ総合的な総合

計画、実施計画において、それを進行管理をし

てまいりたいというように思っているところで

ございますから、この分につきましては、正直

なところ、国交省のハード事業と経産省のほう

のソフト事業といったものをどのように組み合

わせるのかという部分につきましては、懸命に

職員も情報を共有しながら取り組んでおるとこ

ろでございますし、各関係団体の皆様もしっか

りとそれに協調しているところでございますか

ら、それにつきましての御理解もまた頂ければ

というように思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  ただいまの御答弁

内容は、国の組織、縦割りに合わせるような仕

組みにせざるを得ないと。したがって、ハード

は環境整備部のまちづくり推進課、ソフトは産

業部の商工労働課と担当が異なるということで

あったと思います。 

 私は、このような大規模プロジェクトをハー

ド部分とソフト部分を別な場所で担当して、全

体を統括する部署が不在ということ自体が大き

な課題であると考えます。 

 また、事業全体の検証や適切な改善策、これ

もこのような組織ではなかなか見いだせない。

したがって、成果も上がってこないと私は理解

しますが、いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの成果は上が

っていないという、そのような形での御質問で

あったわけでございますけども、直ちにこれは

成果として見えるものではない。やはりハード

整備などはやはりある程度時間もかかります。 

 ただ、御指摘のとおり、それは国交省だ、そ

れは経産省だ、市でいえば、それは環境整備部

だ、これは産業部だということは、それはまさ

に市民のためにはならない。やはりしっかりと

そこをお互い連携を取るという部分につきまし

て、私は常に話しているわけでございますけど

も、総合力という力を発揮しなければ、これか

らの市政課題には向き合えないぞと。 

 要するに、組織の壁がある、制度の壁がある、

もう一つ大きな壁は意識の壁だと。それを取り

払えと。 

 取り払うことによって、今、御指摘があった

ような一つの成果といったものもつかむことが

できるという部分の中に我々もそういうことを

しっかりと踏まえながら中心市街地の活性化と

いう市政課題に向き合っていかなきゃならない

んじゃないのかなと思っておりますので、それ

を取り払うような、そのような職場環境といっ

たものにつきまして、改めてまたしっかりと向

き合いたいと思っておりますので、御理解を頂

ければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  市長が常々おっし

ゃる総合力、これは大変重要なことだと、私も

それは分かります。 

 ただ、先ほども話しましたけど、大きなプロ

ジェクトを引っ張るにはやはりリーダーが必要

なんです。統括する部署、コーディネートする

部署、コントロールする部署が必要なんですよ。

それがないことが大きな問題であると思います。

このことだけはしっかりと申し上げておきたい

と思います。 

 先ほども話しましたけども、この中心市街地

活性化基本計画は、今年度が最終年度になるわ

けであります。したがって、本来であれば、今

回のこの本議会に当初に計画した実績、あるい

は課題等の総括、あるいは、今後、来年度以降

どう持っていくのか、その辺の計画を示すべき

だと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問の問

題につきましては、しっかりと検証し、総括を

しなきゃならないかというように思っておりま

すので、今、いろいろ中心市街地活性化基本計
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画の中の検証等も行っているところでございま

すから、時機を見てそれをしっかりとお示しす

るような方向にもって、既に後期計画が令和３

年４月にはスタートするわけでございますから、

その辺とも整合性を図ったような進行管理をし

てまいりたいと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  次に、旧ＪＡビル

のまちおこしセンター（あすもあ遠野）１階の

活用計画について、９月議会に引き続き質問さ

せていただきます。 

 内容は「旧ＪＡビルの改装費に３億円以上を

投入してきたにもかかわらず、１階部分は長年

にわたって活用されていないので活用策を示し

てほしい」ということでした。 

 市長の御答弁は「ＪＲ盛岡支社とキリンビー

ル、遠野市の三者間で連携協定が締結されてお

り、この提携に基づき、ＪＲグループ会社によ

る飲食店、物販店の整備提案を受けていたが新

型コロナウイルス感染症問題で中断している」

ということでありました。 

 しかし、最近の情報では、この提案は取り消

されたということですが、今後の活用策をどう

お考えか、御答弁願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  このまちおこしセン

ター１階の、いうところのあすもあ１階の利活

用の現状等についてでありますけども、今、御

質問がありました。取り消されたという話があ

りました。そのことにつきまして、答弁をもっ

て経過を申し上げたいと思っております。 

 あすもあ遠野１階の活用策につきましては、

平成30年６月12日にＪＲ盛岡支社、そしてキリ

ン株式会社、遠野市が３者でもって締結いたし

ました遠野エリアの活性化に関する連携協定に

基づき、ＪＲとの協議の中でＪＲのグループ会

社による飲食、あるいは、物販等の一つの拠点

にするということについての提案があったわけ

であります。 

 昨年、平成30年の６月12日であります。 

 店舗となる、あすもあの１階の改修は、ＪＲ

のグループ会社が負担し、地元食材にこだわっ

たメニューとすることで、収支を踏まえた事業

モデルについてＪＲグループの会社のほうとい

ろいろ協議を重ねてまいりました。 

 しかし、その協議が駅舎問題等もありまして

時間を要したことも踏まえ、また、その後の新

型コロナウイルス感染症の影響もありまして、

去る11月22日でありますけども、ＪＲグループ

の会社から計画を白紙に戻したいという正式な

申入れが私のところにありました。したがって、

この申出を受け、現在、市の内部及び関係機関

と改めてその活用策についての検討を開始した

というところであります。 

 この問題につきましては、順調に行くはずだ

ったわけでございますけども、デスティネーシ

ョンキャンペーンも始まるということで、順調

に行くはずだったわけですけれども、新型コロ

ナウイルス感染症の影響がもろにこのプロジェ

クトにも影響を及ぼしたということについての

背景があったということも一つ御理解を頂けれ

ばと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  そのようなことで

あれば、この際、このビルを整備した目的は何

だったのかを再確認するべきではないでしょう

か。その当初の目的は中心市街地活性化推進の

進行管理拠点であり、遠野市全体の活性化と賑

わいを創出する連携拠点という構想であったと

承知しております。この原点に立ち返って、早

急に活用策を見いだすべきではないでしょうか。 

 市長にはもっとやっぱり危機感を持っていた

だきたいですし、この解決こそが当市にとって

は一丁目一番地だと私はずっと思ってます。こ

のことに対する市長の御見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  中心市街地の賑わいの
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一丁目一番地ということにつきましては、十分

認識をしております。したがいまして、この部

分につきましては改めて。改めてというよりも、

これまでの中心市街地活性化計画の基本計画に

おきまして、戦略情報発信エリアと言い続けて

おりますから、そのような一つのコンセプトの

中からこの建物の立地が、鉄道、バス、タク

シー、公共交通機関の一つの集中のポイントで

あります。 

 観光客や市民の皆様が立ち寄りやすい環境に

あるということもあるわけでございますので、

中心市街地の活性化基本計画との整合性をしっ

かりと図りながら、できるだけ早くこれは結論

を出さなければならないかと思っておりますの

で、商工会、あるいは、観光協会、観光推進協

議会、市内の関係団体はもとより多くの戦略

パートナーとなれば、ＪＲ東日本、あるいは、

ＪＲ東日本東北総合サービス、これがリビット

という組織でありますけれども、あるいは、キ

リン株式会社、地域経済活性化支援機構、これ

は遠野ふるさと商社・公社のほうに支援を頂い

ているわけでございますけども、そういった一

つの多くの戦略パートナーの団体の皆様のお知

恵をお借りしながら、来年の７月に上一日市に

はこども本の森が形になって見えるわけでござ

いますので、それを見据えながら、結論を急ぎ

たいというように考えたところでございますの

で、御協力をよろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  いろいろと理想的

な御答弁を頂きましたが、私には危機感につい

て感じられません。通告していませんでしたの

で、答弁は求めませんが、このあすもあ遠野の

整備には、国から補助金が入っているはずであ

ります。したがって、このまま未使用の状態、

あるいは、目的外の使用が続きますと補助金返

還ということが私は懸念されると思います。私

以上に市長はよくよく御存じのことだと思いま

すが、ぜひそれには留意して、早めの対応をお

願いしたいと思います。 

 これからが質問でありますけども、市長は建

物の建設に当たって、目先のことだけに固執し

て、将来の有効活用策や維持管理費などについ

て十分な検証をなされないまま物事を進めてい

ると、危機感を感じられないということであり

ます。 

 まさに、このあすもあ遠野がいい事例になり

ますが、建物には、これも何度も言っています。

創設費とその後の維持管理費に膨大な税金がか

かってくるわけであります。したがって、ハー

ド優先の行政からやはりソフト、あるいは住民

サービス向上、そっちのほうを優先にやり方の

転換を図るべきだと思いますが、再度、御答弁

願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  当たり前といえば当た

り前のことになるわけでございますけども、

ハード・ソフトをしっかりと組み込みながら、

在るべき姿、また、望ましい利活用の仕方とい

うものにつきまして、関係者と一緒になって知

恵を出しながら取り組んでまいりたいと思って

おりますので、御理解を頂ければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  お願いであります

が、当たり前のことは当たり前にやるようにし

ましょう。 

 次の質問も９月議会で質問した生活に身近な

道づくりと水路整備について、再質問させてい

ただきます。 

 前回の私の質問ポイントは「この整備事業は

市民生活の利便性向上と安心安全の確保を目的

に平成15年度からスタートした事業で、市民切

望の事業であるにもかかわらず、財源不足を理

由に事業は計画どおりに進まず、毎年、繰延状

態が続いているので、適切な改善策を講じるべ

きではないか」という質問をしました。 

 市長の御答弁は「基金の活用なども視野に入

れながらタイミングを失しないような整備計画

に努力しなければならない。そして、来年度か
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らスタートする第２次遠野市総合計画・後期５

カ年計画で主要事業に位置づけながら、着実な

推進のために財源確保を含めてきちんとした計

画に持ち込みたい」ということでした。 

 そこで伺います。この事業は後期５カ年計画

にどのように反映されたのかについてお答えく

ださい。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これもとても大変だな、

これは。後期５カ年計画のほうということでご

ざいます。これは前の答弁を踏まえながら、し

っかりと後期５カ年計画の中に位置づけている

ところでございますので。 

 これは、平成29年から令和３年度までの事業

期間として、第５期計画に、実施中であります

ので、それらを踏まえながら担当部長のほうか

らその情況をどのように後期計画の中に位置づ

けたかということにつきまして具体的に答弁申

し上げますので、御了承いただければと思って

おります。 

○議長（浅沼幸雄君）  環境整備部長。 

○環境整備部長（奥寺国博君）  命により佐々

木議員の一般質問にお答えいたします。 

 日常の生活道路の整備による生活基盤の充実

と安心安全な地域社会形成に寄与している生活

に身近な道づくり事業は、平成15年度の計画策

定後に事業着手し、現在、平成29年度から令和

３年度までを事業計画期間とした第５期計画に

基づく事業を実施中であります。事業進捗率は

約33％となっております。 

 第２次遠野市総合計画後期基本計画では、現

在の計画路線のうち９路線を実施する計画であ

ります。 

 令和４年度から令和８年度までを事業期間と

しました第６期計画の策定に当たっては、他事

業に関連するなどの公共性の高い路線、住民の

生活に密着した路線など、路線の持つ特性や整

備内容等により整理した計画として実施してま

いりたいと考えております。 

 事業の財源につきましては、国の社会資本整

備総合交付金、起債、一般財源でありますが、

計画どおりに事業を推進するためには、最も大

きな財源であります交付金の確保が必要不可欠

であります。 

 全国市長会や道路整備に関する団体を通じ、

防災・減災、国土強靭化のための３カ年緊急対

策の延伸や拡充に関し、要望活動を行っている

ところであります。 

 12月１日の新聞報道によれば、首相から「防

災・減災、国土強靭化を推進するため、15兆円

規模となる来年度からの５カ年計画を策定する

よう関係閣僚に指示した」との記事掲載があり、

今後の動向を注視するとともに必要なタイミン

グで要望活動を実施してまいりたいと考えてお

ります。 

 日常の生活水路の整備による生活基盤の充実

と安心安全な地域社会形成に寄与している生活

に身近な水路整備事業は、平成15年度の計画策

定後に事業着手し、平成29年度から令和３年度

までを事業期間とした第４期計画に基づく事業

を実施中であり、事業の進捗率は約44％となっ

ております。 

 第２次遠野市総合計画後期基本計画では５路

線を実施する計画であります。 

 期間内の事業費は同額の計画でありますが、

本計画以外に農業用水路に関しては農林課と情

報を共有しながら、多面的機能支払事業での取

組により、水路整備を計画している地区には資

材供給により市内水路の整備促進を継続してま

いります。 

 以上で、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今、担当部長から

いろいろと御答弁がありましたが、ちょっと現

状認識を誤っているような気がします。 

 まず、後期５カ年計画にどのように反映され

ているのか、私は分かりませんでした、正直言

いまして。目を通しました、その結果、分かり

ませんでした。 

 それと、今、御答弁の中にもありましたけど、
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この事業は５年単位で計画している事業なんで

すが、現在は第５期目の４年目に入っているん

です。 

 しかし、道づくり事業の進捗状況は部長の御

答弁にもあったように、計画に対してわずか来

年度末で終わるにもかかわらず33％しか進んで

いないんです。水路整備事業も44％といずれも

大幅な遅れを来しております。このままでは５

カ年計画終了の来年度末までには完了は不可能

と言わざるを得ません。 

 このように、中心部から離れた奥地の地域ほ

ど高齢化が進んでいるわけですけれども、そこ

では雪道の除雪や豪雨による水路の氾濫と浸水

害におびえながら生活している市民の現状を市

長と部長は御存じでしょうか。やはり、市長は

お年寄りなどの社会弱者にもっと優しい、寄り

添った行政運営にすべきと思いますが、いかが

でしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この取組につきまして

は、環境整備部長から具体的な取組状況につい

て申し上げました。33％じゃないかと、そうい

う話で、まさにそのとおりであります。 

 ただ、この部分の、生活に身近な道づくり、

あるいは、生活に身近な水路事業といったもの

につきましては、平成15年から始めているわけ

でございますけども、それぞれ５カ年計画を立

てながら、進行管理をしている。ただ、なかな

かやりくりという部分につきまして社会資本総

合整備交付金、これが非常に使い勝手がいいと

いう、そのような中での国の財源があったわけ

でございますけども、採択率が年々、いうなれ

ば、縮小してきたという背景があります。何も

これは国のせいにするつもりはない。我々もし

っかりとそれに向き合わなきゃならない。そし

て、また何が必要なのか。今、お年寄りの方々

にも優しいという話がありました。全くそのと

おりの対応をしていかなきゃならないわけであ

る。しかし、一方においては、やはり健全財政。

先ほどもやり取りいたしました。そこのやりく

りもしなきゃならないとなれば、やはり国土強

靭化地域計画を急ぎました。急いだというもの

は、地域計画を策定すれば優先採択をする。今、

国は懸命に頑張っているわけでございますけど

も、国交省は懸命に頑張っているわけでありま

すけれども、国土強靭化計画の中でしっかりと

このようなインフラ整備に取り組む分について

は、15兆円ほどの予算枠を、財源枠を取りなが

ら、５カ年でこれを、いうなれば、インフラ整

備を災害対応、あるいは、高齢者対応、いろん

なそのようなものにきめ細かくやっていくとい

う部分についての財源をしっかり確保しようと

いうことで、今、動いているところでございま

すから、議会のほうの御了解も頂きながら、特

に国土強靭化法に基づく新たな財源確保につい

ての議会としての活動もまたお願いを申し上げ

たいというところでございますので、我々、市

長会もそれに向かって懸命に努力をいたします

ので、そうしますと、少しでもこの部分が、そ

れに対しての、何と申しますか、きめ細かい事

業が展開できるということになるわけでござい

ます。 

 ただ、一方においては、国の財源だけではな

い。やはり市のやりくりとしてその辺の優先順

位をどうつけていくのかが、これまた大事なこ

とでございますから、それを十分踏まえた上で

の答弁であるということをひとつ御理解を頂け

ればと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今の答弁内容、よ

く理解できました。 

 次に、冒頭でご照会した市民からの手紙の内

容に関連して伺います。 

 「子育てするなら遠野」という構想は大変耳

触りがよく、市民から関心を寄せていただいて

いると承知しております。 

 今さらで恐縮ですが、「子育てするなら遠

野」とはどのような構想なのか、その内容と狙

いについて市民にも分かりやすく簡潔にお答え

願います。 
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○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  「子育てするならば遠

野」と。これは何度も今までも話をしてきてい

るところでございますけども、例えば、出会い

から、そして、結婚、出産、そして、赤ちゃん、

それをまさに保育園から小学校、そして、中学

校、高校と、切れ目のない中で応援をしていく

という中での「子育てするならば遠野」という

ものをその中に標榜しながら、そのために、わ

らすっこ条例を制定をし、それを単なる理念条

例にしないんだと。わらすっこプランを立てよ

うじゃないかと。わらすっこプランというもの

を立てながら、しかし、それを、これはまた絵

に描いた餅にするわけにはいかない。そこで、

わらすっこ基金といったものを造成しながら、

そこで一つ一つこの切れ目のない子育て応援を

しようじゃないかというのが遠野の「子育てす

るならば遠野」の一つの考え方であり、また、

それが一つの仕組みとして今機能しているとい

うことになろうかと思っておりますので、そう

いった「子育てするならば遠野」ということに

なれば、要するに、繰り返しになりますけれど

も、切れ目のない子育て応援をするという、そ

のような取組のシナリオであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  改めて確認するこ

とができました。よく分かりました。 

 実は、この機会によその事例も確認してみま

したが、そこで分かったことは「子育てするな

ら○○」という言葉は多くの自治体でも使用さ

れております。このことが分かりました。もち

ろんその取組内容は自治体によっていろんな特

徴があるようですし、それなりの成果も上がっ

ているようであります。 

 特に兵庫県明石市はいろんな面で市民に分か

りやすく効果的な支援策を講じて成果も上がっ

ているようです。 

 そこで伺いますが、当市は「子育てするなら

遠野」の構想を策定して、どのような成果を生

み出しているでしょうか。市長の御見解を伺い

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  「子育てをするなら

ば」というのは、やはりこの少子化の中におき

ましては大きなキーワードとなっているという

ことは、他の自治体の中でもいろいろと取り組

んでいるということはそのとおりであります。 

 先ほど申し上げました条例、プラン、そして、

基金と３本柱である。それで、それぞれのライ

フステージに基づきまして切れ目のない支援を

行うということは、さっき言いました。 

 その中で、どのような成果が出てきているか

ということでありますので、この成果等につき

ましては、昨年の４月に子育て応援部という組

織を立ち上げ、子育て、わらすっこ支援本部と

いうものを立ち上げながら、教育委員会、ある

いは、保育協会、健康福祉の里、市民センター、

それから子育て応援部といったところが中心と

なりまして、切れ目のない事業を展開している

ところでございますので、今の取組情報につき

まして、子育て応援部長のほうから答弁申し上

げますので、御了承いただきたいと思っており

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  子育て応援部長。 

○子育て応援部長（佐々木一富君）  それでは、

私のほうから答弁させていただきます。 

 今まで、子ども・子育て支援施策として、こ

の市民の各ライフステージにおける切れ目のな

い支援、先ほど市長も申し上げましたけれども、

それに体制整備、施設整備を重ねて行ってきて

いるところでございます。 

 今までの取組の部分では、振り返りますと、

妊娠、出産時の支援として、平成19年度に助産

院ねっと・ゆりかごを設置しました。そして、

27年度には遠野健康福祉の里内に子育て世代包

括支援拠点を設置しております。これは、盛岡

市に続いて２番目に遠野市が設置しているもの

でございます。それから、妊娠期から子育て期

にわたる総合的相談、支援を実施する環境を順
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次整備してまいりました。 

 令和元年度には、虐待防止、産前産後の家庭

支援、ひとり親支援、貧困家庭への支援に総合

的に対応するために、元気わらすっこセンター

に子ども家庭総合支援拠点を設置したところで

ございます。 

 子育て世帯の経済的負担軽減としては、平成

27年度に子ども・子育て支援法施行に伴い、保

育料の軽減を行い、令和元年度においては、３

歳児以上の幼児教育、保育無償化に併せ、国の

支援対象外となっている世帯への副食費につい

ても市単独で無償化を図ってございます。 

 また、児童館、児童クラブの利用料について

は、本市は県内14市で唯一、無償化を図り、そ

の環境を整えているものでございます。 

 療育支援については、平成30年度に放課後等

デイサービス事業、特別支援学校への送迎バス

運行業務を開始しました。子どもの育ちと子育

て世代が安心して働くことができる環境の充実

に着実に取り組んできてございます。 

 本市の合計特殊出生率は、平成30年度で1.68

となっておりますが、目標には届かないものの、

子育てを取り巻く様々な環境の変化とニーズに

対応しながら身の丈で取り組んでいるところで

ございます。県内14市の平均1.63は上回ってい

る状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後２時04分 休憩   

────────────────── 

   午後２時14分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  先ほどの担当部長

の御答弁内容、あれもやってきました、これも

やってきました、やってますという御答弁でし

た。 

 実は、私の認識も職員は懸命に頑張っていた

だいていると承知しているところであります。

また、新しいいろんな施策を生み出して、遠野

テレビの「わらすっこナビ」の番組でも、事業

を紹介し、好評を得ているのも確かです。これ

は本当に評価できますし、感謝しなければなら

ないというように考えているところです。 

 ただ、しかし、残念ながら、これはなかなか

難しいことかもしれませんけども、成果が見え

てこないように感じております。 

 例えば「遠野わらすっこプラン」がスタート

した平成19年と比較しますと、０歳から５歳児

の人口は減り続けております。皆さんも御承知

のとおりであります。また、出生数も減少し続

けております。そして、毎年転出者の数も転入

者の数を上回っておりますので、人口は減少の

一途をたどっております。 

 この課題、低調な状況について、市長の御見

解と今後のそれに対する対応策について伺いま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど、「子育てする

ならば遠野」の成果はということでありますか

ら、担当部長からそのように答弁を申し上げた

わけでございますけども、あれもやったこれも

やったということをただ言ってるわけじゃない

わけであります。 

 懸命にそこに、大きな課題にみんな真摯に向

き合っているわけであります。それを一つの事

業としてこのような取組をしていると申し上げ

たわけでございますから、ただただやっている

ことを、いうなれば、成果として話をしたわけ

じゃないというところの一つの背景などもしっ

かりと分かっていただければというように思っ

ております。 

 この人口減少、出生数の減少については、こ

れは非常に厳しい現実であるということはその

とおりであります。日本全体が少子化、高齢化、

そして、また人口減少社会ということに突入し

ていった。縮小社会という中で新たな仕組みを

つくっていかなきゃならない。そのようなこと

が今求められているわけであります。 
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 この出生数に関して申し上げますと、令和元

年度は前年度よりも減少したものの、平成29年

度、あるいは、平成30年度は前年を上回る実績

となっております。少しずつではありますけど

も、子育て世帯を応援する環境づくりの成果が

この数字にも少しは見えてきたのじゃないのか

なと捉えているところであります。 

 この減少を緩やかなものにしていくためには、

子育て支援だけではありません。まさにいろん

な分野を越えて、先ほど申し上げましたとおり、

切れ目のない形での施策を展開していくことに

よって、いうところの数字的に成果として見え

てくるのではないのかなと思っております。 

 交流人口や関係人口の拡大、これなどもしっ

かりと向き合わなきゃなりません。 

 これが移住・定住につながるということにも

なるわけでございますので、そのような仕組み

の中から様々な少子化といったようなもの、あ

るいは、出生数が少しでもというところに持ち

込みたいものだなと思っております。 

 これまで行ってきたこういった支援策をさら

にステップアップしてかなきゃならない。そし

て、次のステージに持ち込まなきゃならない。 

 わらすっこ支援員会においても新たなメン

バーを加えました。ニーズをしっかり踏まえな

がら子育て世代に。 

 冒頭、佐々木議員がある方の投書の話を紹介

しておりました。まさにそのような方々にもし

っかりと向き合わなければならないということ

は言うまでもなく当然であります。 

 したがって、子育て世代に寄り添った支援、

あるいは、子どもの権利を保障し、さらには育

ちの環境を確保しながら、家庭、事業者、学校、

地域、こういったものが連携を図りながら、文

字どおり遠野ならではの子育て支援策を講じて

いかなきゃならない。そのことによって、いう

ところの出生数にも少しでもつながるという結

果になるんではないのかなと思っておりますか

ら、これに真摯に向き合いたいというように思

っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今、これからの取

組、あるいは改善策等について御答弁いただき

ましたが、私からも１点提案をさせていただき

たいと思います。 

 何かといいますと、「子育てするなら遠野」

とはどのような構想なのかを市内外にもっと積

極的にＰＲして関心を持っていただくようにさ

れてはいかがでしょうか。その媒体として報道

機関をもっと活用すべきであると思います。 

 いつも感じておりますが、新聞への記事の掲

載件数、これはよその自治体と比較して遠野市

は極端に少ないように私は思います。恐らく市

民の皆さんもそう感じているはずです。なぜこ

のように少ないのか不思議でなりません。新聞

の記事掲載には経費は発生しません。が、その

一方で、広告宣伝効果は抜群でありますので、

ぜひこの件も真剣に考えて取り組んでいただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  いうところの、周知、

あるいはＰＲということになろうかというよう

に思っておりますけども、これにつきましては、

やはりいろんなことを行っているわけでござい

ますから、いかに報道機関等を通じながら、多

くの市民の皆様に、あるいは、遠野の活力とい

ったものをどのように発信していくかというこ

とは極めて大事だと思っておりますので、毎月、

定例記者懇談会を行っているわけでございます

けれども、それに限らず、文字どおりタイミン

グを失しないような形での、いうところの情報

提供、あるいは、いろんな情報発信、これにつ

いてはなお一層、それこそしっかりと、どのよ

うなアプローチをすれば記事になるのか、ニ

ュースになるのか、その辺をしっかりと踏まえ

た。ただ、情報を流せばいいんじゃない。やっ

ぱり活字にしてもらう、あるいは、映像にして

もらうという部分の働きかけにもう少し工夫を

しなければならないんじゃないのかなというこ

とを感じているところでございますので、その
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感じていることを申し上げまして答弁といたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  次に、小中学校の

空調設備設置工事に係る市長の御認識について

伺います。 

 この空調設備工事は既に完了しており、生徒

たちは今年の夏から快適な環境の下で授業を受

けることができたことと思います。もっとも今

年は新型コロナウイルスの影響でそれどころで

はないという状況であったかもしれません。 

 この質問に当たって、これまでの経過から御

説明させていただきますと、この空調設備の設

置は、近年の夏場の猛暑は厳しく、児童生徒の

熱中症が相次いだことから学習環境の改善を図

ることを目的に国主導で進められた事業で、設

置に関わる費用の３分の１は国からの補助金交

付で賄えるものでした。 

 この補助金申請に当たり、職員の不慣れと不

注意から総工事費算出にミスが生じ、結果とし

て、国からもらえるはずの補助金のうち約3,00

0万円をもらい損ねた。つまり遠野市に3,000万

円の損害が生じたということになるわけであり

ます。 

 そこで、１年前に市長に対する一般質問や予

算等審査特別委員会で質問させていただきまし

た。 

 市長の御答弁は「この案件は見逃すわけには

いかない」。また、副市長と該当職員から顛末

書の提出がありました。 

 特に、副市長からは「組織の内部管理の責任

者として責任を取りたいということで給料の一

部を自主返納したい」という申出があったこと

から１カ月分10％の返納、該当職員には文書に

よる訓告処分を課すことにしたというものでし

た。 

 市長御自身は「責任を明らかにしなければな

らないと考えているが、今は令和２年度の当初

予算編成に全力を上げなければならない。また、

様々な市政課題や小さな拠点による地域づくり、

ふるさと公社をはじめとする第三セクター改革

等について解決し、軌道に乗せなければならな

い。よって、これらのことがある程度見えてき

た段階で責任の取り方を市民にしっかり示した

い」ということであったと記憶しております。 

 あれから既に１年が経過しております。しか

し、いまだ市長からの態度表明は頂いておりま

せん。いつまで待てばよろしいのでしょうか。

御答弁ください。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまこの問題につ

きまして、１年前の私の議会での答弁等が紹介

されました。全くそのとおりであります。 

 何もそれは事実でありますから、ただ、市長

という立場の中で内部事務の不祥事ということ

でありました。 

 報告、そして、連絡、そして相談と。よく言

う報連相というものが機能していなかったがゆ

えにあの問題が生じたと。そして、また職員は

何か不作為なことがあってそれを意図的にやっ

たかとなれば、何としても少しでも事業費を圧

縮した中で進めたいというひたむきな思いの中

で、そのようなタイミングを失してしまったと

いうことを私も改めてその顚末の中で知ったわ

けであります。 

 そういった中で、職員が懸命に頑張っている。

しかし、一方においてはそこの報連相という機

能がしなかったという中で、先ほど申し上げま

したような紹介がありましたような処分の中で

一定のけじめをつけたということになるわけで

あります。 

 そこで、市長としてどうなのかとなれば、や

はり市長としての立場があります。 

 そして、またいろんな形での総合的な判断に

立たなければならないという中で、まず与えら

れた市政課題に全力投球しながらそれにしっか

りと向き合うのも一つの責任の取り方なのかな

というように考えながら、それぞれの市政課題

に全力を挙げて向き合っているという部分の中

に一つの責任の一つの姿というものをその中に
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見いだしたいなと私なりに思っているところで

ございますので、そのことをしっかり御理解を

頂きながら、もちろん関係ないんじゃないわけ

であります。 

 報連相でといってもやっぱり市長としてもし

っかりとしたそのようなコントロールをするっ

ていうのも市長としての役目なわけでございま

すからなお一層報連相の徹底といったようなも

のに、いうなれば、責任というものの中でそれ

を示していきたいというように思っております

し、そのようなことを職員にもしっかりとその

ことを意識してもらうように頑張ってまいりた

いと思っておりますので、それをもって答弁と

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  以上で、一般質問

を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  消毒のため暫時休憩い

たします。 

   午後２時28分 休憩   

────────────────── 

   午後２時29分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  再開いたします。 

 次に進みます。１番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  小松正真でございます。

通告に従いまして、一問一答形式で市長に対し、

一般質問を行います。 

 私のテーマは、先ほども同僚議員もお話をし

ておりましたけれども、遠野市健全財政５カ年

計画であります。 

 さて、11月24日開催された議員全員協議会に

おいて、第四次遠野市健全財政５カ年計画が配

付されました。この健全財政５カ年計画は、遠

野市の財政を健全な状態に保ち、持続可能な財

政を行うために作るものだと理解しております。 

 遠野市では、今回の第四次計画の５年前、平

成27年度に第三次計画が発表されております。

この一般質問では、その第三次遠野市健全財政

５カ年計画を検証するとともに第四次計画の内

容とその実効性を問うものであります。 

 昨今、遠野市のみならず、日本全国がコロナ

ウイルスの影響を大きく受け、来年度以降の税

収の見込みが大きく減少するものと予想をして

おります。そのような状況の中、本当に第四次

遠野市健全財政５カ年計画が達成されるのだろ

うかという疑問を持っています。 

 最初に、これまでの検証をお伺いしていきま

すが、この財政健全化５カ年計画の第四次の中

身を拝見いたしました。遠野市の基本的な財政

では、１つ目として歳入と歳出、２つ目に市債

残高、３つ目に基金残高という重要なポイント

が見えてまいります。 

 １つ目の歳入と歳出は、家庭でいえば、収人

と支出、２つ目の市債残高は銀行等からの借入

金、３つ目の基金は貯金だと思っていただけれ

ば、市民の皆様も分かりやすいのではないかな

と思います。 

 まず、１つ目の質問に入りますが、第三次計

画で示していた歳入と歳出の計画があります。

この計画に対して実績はどのようなものであっ

たのか、お伺いをいたします。口頭での説明に

なりますので、市民の皆様に分かりやすいよう

御答弁を検討していただければなと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  小松正真議員の一般質

問にお答えをいたします。それぞれ一問一答方

式で健全財政等の行財政等についての質問とし

て承りました。 

 先ほども、佐々木大三郎議員から、後期計画、

あるいは健全財政５カ年計画そのようなものに

ついての御質問を承ったところであります。 

 歳入と歳出、さらにはこの市債、一方におい

ては基金といったものの中での御質問というよ

うに承りましたので、まず歳入歳出における第

三次遠野市健全財政５カ年計画の歳入と歳出の

検証についてということについてのお尋ねでご

ざいますので、この検証時も担当いたしました

総務企画部長のほうからただいまありましたと

おり、数字を挙げて分かりやすくということで
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ございましたので、答弁を申し上げますので、

御了承願いたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  総務企画部長。 

○総務企画部長（鈴木英呂君）  第三次遠野市

健全財政５カ年計画の歳入歳出の検証について

ということで御答弁申し上げます。 

 令和３年度を初年度とする第四次遠野市健全

財政５カ年計画を策定するに当たり、平成28年

度から令和２年度までを実行期間とする第三次

遠野市健全財政５カ年計画の実績について検証

をしております。 

 なお、令和２年度は年度途中であるため、こ

の場では、令和元年度までの実績に基づく検証

について申し上げさせていただきます。 

 主な歳入では、市税について、平成28年度か

ら平成30年度までは景気が回復傾向だったこと

もあり、令和元年度までの４年間で計画よりも

約４億8,900万円の増額となっております。 

 特に固定資産税における償却資産については、

平成28年度から平成29年度にかけて15.5％増額

となり、その後も安定した税収となっておりま

す。 

 これは、市内事業者の設備投資に係る借入に

対する利子補給など、産業振興に係る施策を展

開した１つの効果であると考えております。ま

た、市民税の法人所得割については、市内にあ

る大手１社による影響が大きく、増収の一因と

なっております。 

 一方、地方交付税は、同期間で計画よりも約

１億1,000万円の減額となりました。これは、

計画策定時から普通交付税の算定において、旧

遠野市と旧宮守村の合併による特例措置加算が

平成28年度から令和２年度まで段階的に縮減さ

れたことと、国勢調査による人口減少を見込ん

でおりましたが、市税が増収となり、計画より

も基準財政収入額が増額したためと分析してお

ります。 

 次に、主な歳出について、人件費は職員の定

員管理計画を着実に実行したことにより、計画

よりも約１億9,100万円減額することができま

した。 

 借金の返済に当たる公債費については、借入

額を返済額より上回らないようにするいわゆる

プライマリーバランスの黒字化に努めたため、

確実に減少し、計画より約４億8,500万円減額

することができております。 

 投資的経費は、平成28年８月の台風10号によ

る豪雨災害からの復旧経費や、ホストタウン会

場整備、本市の森林資源を活用した遠野健康福

祉の里チップボイラー導入など、当初、計画し

ていなかった事業にも取り組んだため、約41億

5,700万円の増額となっております。 

 物件費については、栄養価の面から学校給食

費の賄材料費を増額したことや、国体記念公園

市民サッカー場のクラブハウス、街区公園など

を新たに指定管理に加えたこと、健康寿命の延

伸による医療費の削減を目指す自治体連携ヘル

スケアプロジェクトに取り組んだことなどによ

り、計画よりも約８億2,700万円の増額となっ

たものです。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  今、歳入と歳出の説明

がありました。人件費など、計画よりも削減し

ているものについては、一定の評価ができるの

ではないかなというように思うところなんです

けども、先ほどの同僚議員の中でもありました

物件費に関しては増えてしまっているという残

念な結果だと理解をしております。 

 次の質問に入ります。市債の残高についてお

伺いいたします。 

 第三次計画の目標に対して実績はどのように

なっていますでしょうか、お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほどの歳入歳出の状

況につきましては、担当部長から答弁を申し上

げました。 

 ただいまの質問は、市債残高の実績と検証に

ついてということであります。 

 市債残高の実績につきましては、令和元年度
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末現在でありますけれども、約189億700万円と

なっておりまして、計画よりも約２億4,800万

円ほどの増額となっております。 

 これは、先ほどもいろいろ佐々木大三郎議員

ともやり取りをいたしましたけども、当初、計

画にはなかったホストタウン会場整備事業の国

体記念公園市民サッカー場Ｂ面の人工芝化、１

億7,300万円、クラブハウス整備で9,900万円を

借り入れたことが主な要因として挙げられます。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  市債について説明を頂

きました。令和元年度の実績として残念ながら

計画数値に対して２億4,000万円以上の市債の

増が実績であったという残念なことでございま

す。当初計画にない事業を行ったことによって

市債が増えたということでございました。 

 次に、主要３基金についてお伺いいたします。 

 主要３基金とは、財政調整基金、市債管理基

金、公共施設等整備基金の３つの基金を総称し

て主要３基金というそうです。この主要３基金、

第三次計画の目標に対して実績、数字はどのよ

うになっていますでしょうか。お伺いいたしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  市債残高の状況につい

てはただいま答弁を申し上げました。 

 ただいまは主要３基金の実績ということであ

ります。 

 主要三基金残高の実績は、令和元年度末現在

で約22億3,300万円となっておりまして、計画

よりも約２億1,800万円少なくなっております。 

 これを個別に見ますと財政調整基金及び公共

施設等整備基金の残高は計画を上回っておりま

すが、市債管理基金については当該年度償還額

の10％から20％の範囲内で維持することを原則

に公債費に計画以上に充当したため、計画を下

回っているという状況であります。 

 しかし、この主要三基金を全体で見れば、基

金の年度末残高は、一般財源となる地方交付税

の減額のほか、平成28年の台風10号による豪雨

災害からの復旧、あるいは、東北横断自動車道

釜石秋田線の全線開通にはじまり、東京2020オ

リンピック・パラリンピック競技会におけるブ

ラジルのホストタウン登録やラグビーワールド

カップ2019における釜石市での試合開催をチャ

ンスと捉え、交流人口の拡大や観光振興に係る

事業に積極的に取り組んだということが背景に

あろうかと思っております。 

 また、下水道事業及び農業集落排水事業、い

うところのこれが公営企業会計に移行したこと

により、減価償却分の繰出金が必要となったこ

となどから、一般財源が必要となり、経常的経

費の抑制に努めたものの基金の取崩しを増やす

結果となり、目標額を下回る見込みとなったと

いうことであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  主要３基金について御

説明を頂きました。 

 改善している基金もありますが、残念ながら

トータルとして見ると計画に対して２億1,800

万円の減ということでございます。 

 平成27年度の主要３基金の残高が28億円ほど

ありますので、結構、減ってしまったなという

印象を受けているところです。 

 この基金は、先ほども申し上げたとおり、家

庭でいえば貯金でございます。一般的な家庭と

して例えていくと、毎月、毎年、貯金を取り崩

しながら家計を支えているというのが今の遠野

市の状態ではないかなと思います。 

 これを続けていけば、家計であれば、市長、

どうなりますでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この歳入歳出、あるい

は市債、さらには主要三基金これをしっかりと、

いうなれば、何度も申し上げますと数字であり

ますから、この現実の数字にしっかりと向き合

いながら、もう一方においては、スピードとタ

イミングを間違わないような対応をしていかな



－ 49 － 

きゃならない。さらには、市民の皆様の切実な

ニーズにしっかりと向き合わなければならない

ということになるわけでございますので、第四

次健全財政５カ年計画をしっかりと数字の進行

管理をしながら、国や県の動向も踏まえ、さら

には新たな財源といったものもしっかり確保す

るというよりも、ごく当たり前でありますけれ

ども、スクラップ・アンド・ビルド、そして、

時代が今何を求めているのか、新たな仕組みと

新たな制度を求めているというところに果敢に

向き合うということになるのではないかなと思

っております。それらのことを踏まえながらの

財政運営に当たってまいりたいというように考

えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  私は、家庭に今の遠野

市の財政を置き換えたらどうなるのかという質

問をしたつもりでしたが、御答弁いただけてい

ないようなので、あえて私のほうから説明をし

たいと思うんですけれども、このまま貯金を取

り崩していけば、一般の家庭であれば、貯金が

なくなってしまって生活に困るということが起

きてくるんではないかなというふうに想像をし

ているところです。 

 遠野市もそうならないように、この第四次健

全財政の計画をしっかり実行していかなければ

ならないというふうに認識をしているところな

んですけれども、第四次計画を作るに当たって、

第三次計画、先ほど個別に聞いてまいりました

けれども、全体を通してどのように総括をされ

ているのか、お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほどまさに健全財政

を維持するという部分につきましては、ごく当

たり前の言葉でございますけれども、やりくり

をしなきゃならない。そして、また検証をしな

きゃならない。総括をしながら、その総括の結

果を次の計画にしっかりと、何と申しますか、

反映させなければならないということになるわ

けでございますから、第三次計画から第四次計

画というものに持ち込んだわけでございますけ

れども、この作業に当たった一つの中における

いろんな検証の総括等につきまして、これも分

かりやすくということになろうかと思っており

ますので、作業に当たりました総務企画部長の

ほうからこの状況等について答弁を申し上げま

すので、御了承いただきたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  総務企画部長。 

○総務企画部長（鈴木英呂君）  それでは、第

三次計画から第四次計画を策定するに当たって、

第三次計画期間中の検証の総括を伺うというこ

とで、御答弁させていただきます。 

 第三次計画では、歳入の確保策として、市税

等収納対策プロジェクトによる税収等の確実な

確保、使用料・手数料の３年ごとの見直し、事

業系可燃ごみ処理の有料化、市有地の売却等に

取り組み、令和元年度末までに約１億9,500万

円の財政効果を生み出すことができました。 

 特に平成31年４月から実施した事業系可燃ご

み処理の有料化では、令和元年度では約3,000

万円の歳入を確保することができました。 

 また、歳出の抑制においては、定員管理計画

の確実な実施による人件費の抑制、補助金のサ

ンセット方式による見直し、投資的事業の選択

と集中により公債費の抑制を図った結果、約17

億2,000万円の財政効果を生み出すことができ

ました。 

 令和２年度末までさらに財政効果を生み出せ

るよう、引き続き、歳入の確保と歳出の抑制に

努めてまいります。 

 財政指標関係では、借入金の返済額の大きさ

を本市の財政規模に対する割合で表した実質公

債費比率と市税等収納率は計画の目標値をクリ

アしておりますが、経常収支比率は目標値に近

づきつつあったものの、経常的一般財源である

普通交付税及び臨時財政対策債が減少したこと

や、光熱水費の高騰、消費税率の引上げなどに

より経常的経費が増加したことに伴い、目標値

を達成できていないのが現状であります。 

 この第三次計画期間の新たな取組として、令
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和元年度には、事務・事業全般について、様々

な視点から、目的、効果等を徹底的に検証し、

廃止を含めた見直しを行い、その成果を新たな

施策の展開につなげていくため、事務事業の見

直し検討プロジェクトに取り組んでまいりまし

た。 

 また、令和２年度からの会計年度任用職員制

度への移行に合わせ、行政サービスを推進しな

がら人件費の削減や事務の効率化を図るため、

包括アウトソーシングを実施したところです。 

 この第三次計画期間中は、当初計画策定時に

は想定できなかった大規模災害や新型コロナウ

イルス感染症という見えない脅威による危機的

状況や、東北横断自動車道釜石秋田線の全線開

通による観光振興、交流人口拡大のチャンス、

さらには、世界的建築家である安藤忠雄氏から

寄せられたこども本の森遠野構想など、刻々と

変化する本市を取り巻く状況に対応するため、

タイミングを失しないよう、時にはアクセルを

踏み、時には立ち止まり、事業を進めてきたと

ころであります。 

 目標値には達しなかった部分もありますが、

平成19年に施行された地方公共団体の財政の健

全化に関する法律に規定する健全化判断比率は

全て健全範囲に維持することができているとい

うことでございます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  個別にうまくいったと

かうまくいかなかったとかというのはもちろん

あると思うんですが、結局、第三次計画に対し

て、トータル、全体の感じとして、結局、第三

次計画の意味を達成したと思うのか、達成しな

いと思うのか、市長はどちらというふうにお考

えでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  すみませんでした。 

 ただいまの、今、いろいろ、担当部長から検

証した数字を申し上げました。 

 したがいまして、繰り返しになりますけども、

この数字の持つ意味をしっかりと踏まえながら、

やはりそれぞれの新たな財源の確保、あるいは、

歳出の抑制。歳出の抑制もスクラップ・アン

ド・ビルドということをしっかりと踏まえなが

ら、今、時代が何を求めているのか、今、遠野

市がどういう状態であるのか、遠野市で何をし

なければならないのか、そのようなところをし

っかりと踏まえなければならないかというよう

に思っておりますので、市長といたしましては、

このような一つの第三次健全財政５カ年計画の、

令和２年度はまだ途中なわけでございますけど

も、しっかりとただいま申し上げましたような

総括の一つの結果等を踏まえながら、第四次健

全財政５カ年計画の進行管理にさらなる緊張感

を持って向き合いたいというように思っている

ところでございますので、御理解を頂ければと

思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  本当は一言で答えてほ

しかったんですけど。 

 私の評価を申し上げておきます。私には第三

次計画が本当にうまくいっていたのかどうか、

私はうまくいっていないのではないかなという

評価をしております。 

 もちろん目標数値に対して上回る実績もあっ

たと思うので、努力はなされてきた、それはも

ちろん理解をしたいと思うんです。 

 しかしながら、先ほど確認したとおり、市債

残高は計画を上回り、基金は計画より下回る。

これが計画を正しく執行してきた結果だと言え

るのでしょうか。 

 総括として、計画していない事業が必要であ

ったと。第四次計画のほうにも記載をされてい

ますし、先ほど市長もそのような御答弁をなさ

れていました。 

 遠野市健全財政５カ年計画は遠野市が立てる

計画の中で私はとても上位にいる計画だという

ように理解をしております。 

 ほかで、計画のない事業、健全財政の計画よ
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りも、下の事業と言ったらいいですか、そうい

う事業は予定どおりいったのに、この上位の計

画が計画のとおりいかない。これは説明がつか

ないんではないかなと思います。 

 健全化指標では、健全財政だ、しかし基金残

高は大きく減少する、それが財政の正しい形だ

とお考えなんでしょうか。 

 市長にお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この行財政運営につい

ては、やりくりという言葉があるわけでござい

ますけれども、今、計画がないものとか、この

中におきまして、計画がないから、それから市

債あるいは財源といったものを踏まえながらと

いう部分につきましては、常にそれを両にらみ

しながら行っている。 

 しかし、事業については、そのときの遠野の

置かれている状況の中で、やっぱりしっかりと

そのタイミングを失しない形に事業化しなきゃ

ならない。形にしなきゃならない。となれば、

やはり起債を起こしたり、あるいは、基金を取

り崩したりということのやりくりはしなければ

ならない。 

 そういう中で常に緊張感を持って、それに向

き合っているということなわけでありまして、

ただいま申し上げましたこの基金残高、あるい

は市債の一つの予定を上回った部分につきまし

ては、これは何もそれが全てが健全財政という

範囲の中であって、「おかしいんだ」ではない

かじゃなくして、その事業は後世に、将来の投

資に、いうところの先行投資に、あるいは、い

ろんな、将来を担う子どもたちにとっては、非

常に大事なことだとなれば、その部分で基金な

り起債なりというものがその中にタイミングを

失しないで投じるということもやっぱり判断と

してなければならない。 

 しかし、それについては、ある程度のガイド

ラインをしっかり持ちながら対応していかなき

ゃならないということになるわけでございます

から、そこにおいては、やはり計画と実際の進

捗状況とのあれを常に両にらみをしながら、判

断をしていかなきゃならないということになる

のではないのかなと思っておりますから、これ

からもなお一層、第四次に入りますけども、お

話にありましたとおり、交付税も、あるいは

様々ないろんな国のほうの人口減少等に伴い、

税収の問題等も踏まえまして厳しい状況にある

わけでございますから、その厳しい判断を常に

緊張感を持って向き合っていきたいというよう

に考えているところでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後３時01分 休憩   

────────────────── 

   午後３時11分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開します。 

 １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  これまで、第三次遠野

市健全財政５カ年計画の実績と検証についてお

伺いをしてまいりました。 

 これからは、第四次計画についてお伺いをし

てまいりたいと思います。 

 第三次計画の検証と同じ順番でお伺いしてい

きたいと思うんですけれども、まず、歳入と歳

出の計画についてお伺いしますが、先ほど、冒

頭申し上げたとおり、コロナウイルスの影響が

大きく税収に影響すると予想しております。そ

こら辺まで含めて歳入と歳出の計画、どのよう

になっているのか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど第三次健全財政

５カ年計画の総括を含めての検証状況につきま

してやり取りがあったわけでありますけれども、

ただいまは第四次健全財政５カ年計画の歳入と

歳出についての見込みということでの御質問で

あります。 

 これも検証結果を踏まえて、今、お話があり

ましたとおり、新型コロナウイルス感染症問題

と新たな要件も踏まえながらしっかりとこの計
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画をコントロールし、また、進行管理をしてい

かなきゃならないということになろうかという

ように思っております。 

 一方においては、いうところの、何度も申し

上げますけれども、スピードとタイミングを失

しないような施策もその中で位置づけてかなき

ゃならないということになるわけでございます

から、やりくりということになるわけでござい

ますけども、この当市の財政構造は、言うまで

もございませんけども、歳入の４割近くをいわ

ゆる依存財源といたしましての地方交付税が占

めております。国の動向による影響を直接受け

るという構造となっているところであります。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、今

の経済財政状況は不透明であります。 

 我々、地方というその中にありましては、国

庫補助金のさらなる削減、あるいは地方交付税

の構造的見直しが求められるということが予想

されるわけであります。 

 そういった中におきまして、自主財源の市税

は、太陽光発電事業による償却資産に係る固定

資産税の増収が見込まれるものの、市民税にお

いては、新型コロナウイルス感染症の影響や15

歳から64歳の生産年齢人口の減少に伴い、減収

が見込まれると。市税であります。見込まれる

と。 

 もう一方においては、これは歳出であります

けども、歳出のほうは少子高齢化による社会保

障関係経費や施設の老朽化に伴う更新・維持補

修経費などの経常的経費は今後も増加するとい

うことが予想されております。当面は厳しい財

政運営が続くものと想定されます。 

 物件費につきましても、これもいろいろ、議

場で先般も、先般というか、この前も、佐々木

大三郎議員ともいろいろ議論をしてわけでござ

いますけれども、物件費については今回の12月

市議会定例会に提案させていただいております

けども、市営住宅及び各地区センターを指定管

理に移行する予定が組み込まれておりますし、

また、包括アウトソーシングをはじめ、積極的

な外部委託を進めるためには物件費の割合が増

加する要因はその中にあるわけであります。 

 そういったことを踏まえながら、施設の維持

管理費をはじめ、旅費や各種業務委託料、使用

料などの見直しを随時図りながら、経費の削減

になお一層努力をしてまいりたいと考えている

ところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  今、物件費のお話も出

ましたが。すみません。それはいいです。 

 第四次計画に記載をされているんですが、第

四次計画の背景に「新型コロナウイルス感染症

の影響を受けた地域経済の回復」「新たな日常

の実現の加速化」という文言があります。 

 これまで、遠野市の今年の予算を見ると、遠

野市の自分たちのお金を使った新型コロナウイ

ルス対策の経済対策というのは、私は見受けら

れていません。ほぼ国及び県の予算でしか事業

を行ってきていないという認識を受けておりま

す。 

 さらに、第四次計画の背景には、コロナウイ

ルス、先ほど申し上げた文言がありますけれど

も、目的や手法には「コロナウイルス」の文字

を見ることはできません。本当にコロナウイル

ス対策をやる気があるのかなと思ってしまうと

ころなんですけども、背景のとおり、コロナウ

イルスの影響による財政の落ち込みを見通し、

一刻も早い税収の回復を急がなくてはいけない

と思います。 

 どのような影響が地域経済にコロナウイルス

によってあるのかを捉え、新たな日常の実現を

加速させるおつもりなのか、お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま御質問にあり

ましたとおり、この新型コロナウイルス感染症

問題が地域経済に及ぼす影響というものはかな

りのものがあるんではないのかなと思っており

ます。 

 ＧＯ ＴＯ キャンペーンが始まりました。

少しは持ち直しかと思いましたが、またそれが
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拡大、拡散の傾向の中で、また勢いをまた失っ

てきております。限りなく遠野の地域経済へも

大きな影響を及ぼしているわけでございますの

で特にも歳入の確保、あるいは経済を下支えす

るという中におきまして、国、県と連携を図り

ながら、いかに、何と申しますか、コロナの影

響の中での産業振興なり、あるいは生業の中に

影響のないような形での施策、あるいは、何と

申しますか、対策をしていかなきゃならないか

と思っておりますけども、令和３年ということ

になれば、このコロナの影響をもろに受けた中

で、税収等にも少し、というよりも、かなりの

影響が出てくるんじゃないのかなと思っており

ますから、あらゆる、いうなれば、シミュレー

ションをしながら、いうところの地域経済の、

繰り返しになりますけども、支える、下支えを

する施策と、そして、また一方においては、観

光振興、交流人口の拡大、それに伴って経済の

波及効果といったものをその中に見いだすとい

うところの、一つの綱渡りの対応をしていかな

ければならないんじゃないのかなと考えている

ところでございますから、このスピードとタイ

ミングということを何度も何度も申し上げてい

るわけでございますけれども、それを踏まえた、

コロナウイルスとの向き合い方につきましても、

市民の皆様のニーズをしっかり把握しながら対

応してまいりたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  綱渡りの対策になって

ほしくないんです。だからこそしっかりと第四

次計画に対して、やはり「コロナウイルス、や

りますよ。こういうことをやっていくんだ」と

いうことをもっと入れていったほうがいいんで

はないですか。 

 そこら辺に関してはどのように思っています

でしょうか。お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど申し上げました

とおりになるわけでございますけれども、コロ

ナウイルスの、様々なもたらす影響。繰り返し

ますけども、観光業、運送業、あるいは、旅館

業、飲食業、大変な影響を受けておりますし、

ものづくりの部分、製造業につきましてもやは

り落ち込んできているという状況にあるわけで

ございますから、その辺のニーズをしっかりと

捉えながら、いうなれば、これを放っておくわ

けにはいかなくなるわけでございますから、臨

時議会、あるいは、専決処分なども念頭に置き

ながら、その対策に全力を挙げてまいりたいと

いうように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  コロナウイルス対策も

しっかりやっていただきたいところではありま

すが、次にお伺いをいたします。 

 次に、市債の残高についてお伺いをいたしま

す。 

 第四次計画では、市債残高はどのようになる

見通しなんでしょうか。お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  市債残高の見込みにつ

いてというお尋ねであります。この部分におき

ましては、現在、シミュレーションをしており

ますけれども、第四次健全財政５カ年計画の中

でいろいろやっているわけでございますけども、

このケーブルテレビのＦＴＴＨ化、先ほど担当

部長からも話をいたしました。前倒し実施によ

りこの部分につきましては、プライマリーバラ

ンスが赤字となる見込みということも一応想定

しております。 

 しかし、将来に過度の負担を残さないように

するために、この将来の過度の負担ということ

はやはりしっかり避けなければなりません。 

 予算編成時には必ず市債の償還シミュレーシ

ョンを行いながら、プライマリーバランスを考

慮し、市債残高の適切な管理というものに努め

てまいりたいというように考えております。 

 ちなみに、令和４年度以降は投資的経費の選

択と集中を行いながら、令和７年度末の市債残
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高は165億円以下を目標とするという数字とし

て、今、確認をしているところでございますの

で、こういうものをしっかりと考えながらも、

財政運営と申しますか、市債管理をしてまいり

たいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  計画を拝見いたします

と令和３年度に市債が大きく増える。198億円

ぐらいですかね。そのぐらいに増えるという計

画のようでございます。 

 先ほどの市長の御答弁から増える要因につい

ては遠野ケーブルテレビのＦＴＴＨ化、光ケー

ブル化ですね。この事業が大きく関わってくる

のかなという認識を受けました。 

 今、御答弁があった中で気になるので、ちょ

っと財政から外れるかもしれないんですけど、

光ケーブル化というのは、今、このコロナウイ

ルスの影響が色濃く続く中で急がなくてはいけ

ないことなんでしょうか。昨今、５Ｇというの

がテレビとか新聞とかでも見受けられるように

なってまいりました。これから６Ｇ、７Ｇとか

っていうふうに技術革新が起きてくるんではな

いかなというふうに思うんです。 

 その中で、本当に光ケーブルというものは必

要なんでしょうか。遠野テレビが開設されて20

年が過ぎました。これまで遠野テレビについて

検証したという記録を私は見た記憶がないんで

す。あくまでも御答弁の中で気になったから今

これをお伺いしているんですけども、財政健全

化のために、今みたいなハード事業というもの

は１回ストップして、いま一度考え直す必要が

あるんではないのかなというふうに思うんです

けれども、そこら辺の市長の御見解をお伺いい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  市債管理の項目の中で、

コロナがもたらしたという部分におきまして、

光化、ＦＴＴＨ化の事業等についてのお尋ねが

ありました。 

 これはいろんな捉え方があるわけでございま

すけども、コロナがもたらした新しい生活様式、

そして、また新たな日常という一つの価値観の

中にあっては、よく言うオンラインであるとか、

あるいは、テレワークであるとかというその流

れがまさにコロナがもたらした時代の流れとし

て位置づけられているわけであります。 

 そして、このコロナウイルス感染症の陽性反

応者は岩手県は比較的少なかった、そういう数

字で経緯したわけでございますけども、既に20

0人を超えているという状況の中において新た

な緊張感が求められている。 

 その中で浮き彫りになっているのは、あまり

にも人口が集中している東京、大阪、名古屋、

あるいは札幌といったところにコロナの陽性反

応者が多発しているというような状況にあるわ

けであります。都市と地方。これがものの見事

にコロナの陽性反応者の数字にも出ているとい

うことに我々は改めて冷静に向き合う必要があ

るんじゃないのかなと思っております。となれ

ば、いうところの、移住・定住、人口分散、工

業の地方分散、いうところの企業の地方分散と

いうところに一つ我々はそのような環境を整え

ていかなければならない。そして、またそのよ

うな受け皿も整備していかなきゃならない。 

 まさにこれがピンチがチャンスということに

捉えるということは、言葉を慎まなきゃなりま

せんけども、そのような環境づくりも進めてい

かなきゃならないとなれば、光化という時代の

流れにもタイミングを失しないで向き合うとい

う部分については、もちろん財源の問題、財政

の問題とを両にらみをしながらという部分をし

っかりと踏まえた中での対応が求められている

のではないのかなというように考えているとこ

ろでございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  この遠野テレビの光化

ですけれども、恐らく30億円を超える予算を使

う事業になるんではないかなと思っているとこ
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ろです。 

 タイミングを失しないようにという御答弁も

ありましたけれども、先ほども申し上げたとお

り、本当に今のタイミングなのかと。インフラ

整備というのは、やはり20年後を見越して私は

やるものだというふうに理解をしております。 

 ちょっと財政から話がそれるので、これはい

ま一度見直していただきたいということだけ申

し上げて、次の質問に入りたいと思います。 

 次に、主要３基金の見込みについてお伺いい

たします。 

 先ほどお伺いしてきた第三次計画のままでは

主要３基金は令和７年度には８億4,500万円ま

で減少してしまう見込みのようでございます。

第四次計画では、主要３基金の見込みはどのよ

うになっていますでしょうか。お伺いをいたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この主要３基金、先ほ

ども第三次健全財政５カ年計画の中につきまし

ても主要３基金等のこれまでの経過等について

申し上げたところであります。 

 この全基金について目的と運用状況等を検討

しながら、社会情勢に見合った適正化、これは、

廃止、統合、限度額の変更などとなるわけでご

ざいますけれども、それを進めながら、財政規

模に見合った適正な保有額を維持をしたいとい

う考えが基本であります。 

 特に主要三基金の令和７年度末の残高は、財

政調整基金は標準財政規模の10％以上を目標額

とし、11億円以上、市債管理基金は当該年度償

還額の10％から20％の範囲を目標額としながら

３億円以上、公共施設等整備基金につきまして

は、公共施設等整備基金は過去10年間の推移を

参考に投資的経費の10％程度を適正保有額とし、

２億円以上を目標とするという中で、第四次健

全財政５カ年計画の中においての主要３基金を

位置づけているところでございますので、御了

承願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  先ほどの市長の御答弁

を整理をすると、令和７年度には３基金トータ

ルで16億円強ですか、そのぐらいの基金を目標

にして頑張っていくんだという御答弁だと記憶

をいたしました。 

 ここで、遠野市のホームページに掲載されて

いた「令和２年度の予算の概要」という書類が

あります。こういう書類。これは本年度当初に

予算編成をしたときに出された書類なんだと思

うんですが、この書類を見ると令和２年度は、

本年度ですね。本年度の主要３基金の残高見込

みは14億程度しか残らないということになって

います。第四次計画を見ると「本年度18億6,50

0万円」とありますので、４億円以上の差が生

じてくる話であります。 

 １年間で４億円を埋めるという作業は大変な

御苦労をなされているんじゃないかなと思うん

ですけれども、これは第四次健全５カ年計画が

示すとおり、本年度の期末には主要３基金が計

画どおり18億6,500万円残るというふうに思っ

ていてよろしいのでしょうか。お伺いをいたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  主要３基金あるいは、

第四次健全財政５カ年計画をどのような計画と

して進めていくのかというお尋ねであります。 

 この部分につきましては、歳入歳出それぞれ

しっかりと検証しながら後期計画に基づく、あ

るいは部門別計画に基づくそれぞれの計画を、

よく私は職員に話しているわけでございますけ

ども、「絵にかいた餅にするわけにはいかな

い」と。しっかりと財源をという部分の中にお

いて、いくらでも財源を国から県から引き出す、

あるいは民間資金を活用するという部分の中に

おいて、そこでタイミングを失しない事業の展

開を図っていかなきゃならないということを常

に話しているわけでございます。 

 したがいまして、第四次健全財政５カ年計画、

あるいは後期基本計画、さらにはそれにぶら下
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がるように部門別計画ということがあるわけで

ございますけども、それをしっかりと検証する、

そしてまた進行管理するためには、やはり見直

しということと、もう一つは、やはり、計画だ

から計画どおりじゃなくして、やはりそれを常

に見直しをしながら、その時々の状況を踏まえ

ながら、臨機応変という言葉があるわけでござ

いますけども、そのような中で進行管理をして

いかなきゃならないんじゃないのかなと思って

いるところであります。 

 歳出の問題も先ほど来何度も出てきておりま

す。いろんな面で厳しい状況になっているわけ

でございますけども、私自身は、これは一つの、

市長という職を頂いている立場と申せば、いろ

んな数字管理はしてかなきゃならない。財源管

理もしてかなきゃならない。財源の一つのス

トーリーを作りながら財源を何ぼでも引っ張り

出さなきゃならない。国や県の財源を持ち込む

っていうこともしなきゃならない。 

 そういった中において、まず、私自身も自ら

率先してっていうことになるわけでございます

けども、やはり意識改革、職員の意識改革もそ

の中にしっかりと組み込まなければならないん

じゃないのかなと常に思っているところであり

ます。 

 厳しい財政状況をしっかりと把握しながら、

であればどうすればいいのか、どう工夫すれば

いいのか、どう知恵を出せばいいのか、そのよ

うなことが、やはりこれからの一つの計画の推

進、あるいは、見通しに対する向き合い方とい

ったものにつきましては、意識の問題といった

ものも欠かせない問題ではないのかなと思って

おりますから、そのようなことを踏まえながら、

この計画の、推進と申しますか、進行管理に当

たってまいりたいと考えております。 

   （発言する者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  先ほど小松議員の質問

に対する答弁で、補足の答弁がございますので。 

 どうぞ、本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  すみません。先ほど答

弁を申し上げたと思いまして、ちょっとその部

分は答弁申し上げませんでした。 

 主要３基金の残高の実績は、令和元年度末現

在、約２億3,300万ということになっておりま

して、計画よりも２億1,800万円少なくなって

いる。この部分につきましては、先ほど答弁申

し上げましたとおりでございますので。またこ

れを確認をさせていただきます。 

 大変失礼いたしました。 

 令和元年度末現在、約22億3,300万円となっ

ております。 

 ということで、答弁とさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  今、私が聞きたかった

のはその根拠となる数字の信憑性の話をしてい

るんですよ。年度当初、さっきも申し上げたと

おり、本年度の決算見込みで14億だというふう

に年度当初の資料はなっています。たった半年

でそれが18億云々かんぬんまで回復するのはお

かしいんじゃないですかという話をしたいんで

すよ。なので、そこら辺をちょっとちゃんと質

問を聞いてほしいなというふうに思うところな

んです。 

 数字の信憑性という話の観点から行くんです

けど、これは平成27年、要は第三次計画の辺り

の遠野の予算という書類です。ここの数字を見

ていくと平成25年には遠野市の基金は55億円あ

ることになっています。ですが、これは主要３

基金とは書いていないので、全部の基金のこと

を言っているのではないかなというように思う

んですけど、この平成25年主要３基金は約30億

円しかありません。基金の全部を私が足してみ

ても49億しかないんですよ。だから、都合のい

いときに都合のいい数字を何か持ってきてこう

いうふうな数字の印象操作をしているんじゃな

いかなと疑いたくなるような内容ではないかな

というふうに思っているところです。 

 さらに、平成25年では、さっきも言った55億

円程度基金があったものが、今の三次計画のま

までいくと８億円に令和７年度なってしまうと
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いうふうな急激な落ち込み方を見せています。

これは本当に計画のとおりいかないで、すっか

らかんの、基金がすっかりなくなってしまう状

態になってしまうんじゃないかなと危惧すると

ころなんですが、いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  第四次健全財政５カ年

計画ということで、令和７年度、2025年という

中で、いろいろな見込みの数字が今申し上げら

れておりました。やはり常に毎年ローリングと

いうことになると思っておりますけども、後期

計画そのものも実施計画に持ち込まなきゃなら

ない。実施計画もしっかりそのときの状況状況

を見ながら、そこで財源をしっかりと検証しな

がら、そこに実施計画に持ち込まなきゃならな

いという作業が常にそれが毎年毎年繰り返しに

なるわけでございますから、今のところはその

ような見込みの数字、先ほど22億3,300万とい

う数字を申し上げました。３基金の残高が令和

元年度末現在では22億3,000万。そして、また

第四次５カ年計画の中におきましては、先ほど

答弁申し上げましたけども、それぞれが、いう

ところの見込みといたしまして、令和７年度の

残高そのものは、標準財政規模の10％で11億円、

あるいは、３億円、さらには２億円といったも

のを目標にしながらということを申し上げたわ

けでございますので、そのような一つの基準に

基づいて、人口減少がどうなってくるか、ある

いは、市税がどうなってくるのか、あるいは、

交付税がどのようになってくるのか。そのよう

なことを常に踏まえながら、あるいは、国、あ

るいは県がアフターコロナという部分でどのよ

うな制度を打ち出してくるのかということもし

っかり整合性を図りながらやはり数字管理、財

政管理といったものをしていかなきゃならない

かというように思っておりますので今、お話が

ありました、いろいろな数字を挙げて。それに

つきましては、その都度その都度といえば、あ

る意味においては、何と申しますか、先送りす

るような言い方になろうかと思っておりますけ

れども、緊張感を持ちながら、そのような状況

を踏まえながら一つの財政運営といったものに

当たってまいりたいと思っておりますので、繰

り返しになりますけれども、御理解いただけれ

ばと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  その都度その都度、根

拠となる数字が変わられるとまともな議論はで

きません。さらに、その背景となる今の数字が

変わっていくと未来は大きく変わるんです。だ

からこそ今この確認をしたかったんですけど、

残念ながら私の質問時間はもう間もなくですの

で、次の質問に移ります。 

 これまで、第四次遠野市健全財政５カ年計画

の目標数字についてお伺いをしてまいりました。

先ほどからの御答弁で第四次計画に掲げる取組

を行えば遠野市の財政は健全だというふうなお

話だったと理解をしております。逆を返すと、

計画に掲げる取組を行わなければ、健全にはな

らないということだというふうに思うところで

す。 

 そこでお伺いをいたしますが、遠野市の財政

が健全になるためにどのような取組を行うのか、

計画に記載されていること、全てではなくて結

構です。市長が重要だとお考えになる取組につ

いて御答弁ください。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  どのような取組を行う

のかということでありまして、今現在、市長が

どのようなことを重点的にという部分について

のお尋ねでありましたので、お答えを申し上げ

ます。 

 まず、歳入の確保の問題でありますけども、

基本はやはり市税の、しっかりとした収納率の

改善を図りながら、受益者負担を原則としなが

ら、使用料、あるいは手数料、そのような市税

等の一つの確保といったことを、これは継続し

ていかなきゃならない基本ではないかなと思っ

ております。 
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 さらには、先ほども答弁申し上げております

けども、いろんな手数料、あるいは、利用料等

の、市民の皆様に負担をかけるわけでございま

すが、市民の皆様の意見を十分に勘案しながら、

いうところの財政負担の軽減に資するための有

料化、ごみの、事業系不燃ごみ、家庭系ごみ等

の有料化についても導入の検討といったような

ものを加速させなければならないのかなと思っ

ております。 

 さらには、老朽化により進めなければならな

い八幡市営住宅の解体等につきましては、跡地

利用を分譲を含めながら、処分をする、分譲す

るといったような、そのような中で歳入の確保

といったものも図っていかなきゃならない。 

 歳出のほうにつきましては、繰り返しになり

ますけども、これも様々な視点での検証を行い

ながら、地域経済の成長に資する投資効果の高

い事業に集中をする。そのような、集中と選択

といったものが、これも徹底をしなければなら

ないんじゃないのかなと思っておりますし、い

ろいろなサービス、あるいは、公共施設等の運

営に関しましても、民間委託、あるいは、民間

移譲、あるいは指定管理者制度への移行など、

そのようなものを積極的に進めていかなきゃな

らない一つの課題ではないのかなと思っており

ます。 

 人件費の抑制につきましても、これも大事な

一つの切り口であります。定員管理計画に基づ

く職員定数のさらなる適正化を図っていくとい

うこともしなきゃなりません。あるいは、アウ

トソーシングといったようなものも加速をさせ

ていかなきゃなりません。そのような一つの仕

事の進め方、あるいは、働き方改革などの流れ

を踏まえながら、やはり歳出の抑制というよう

なものにもしっかりと向き合わなきゃならない

かと思っております。 

 また、先ほど申し上げましたけども、コロナ

ウイルスとの関係の中で、オンラインであると

かテレワークであるとか、新しい生活様式、新

しい日常、このようなものの中での新たな事業

の組立てといったものも進めていかなきゃなら

ないかと思っているところであります。 

 そのようなことを踏まえながら毎年の予算、

あるいは基本計画の実施計画、そのようなもの

の中におきまして一つの厳しい視点での見直し、

あるいは、集中と選択といった視点に立っての

行財政運営に当たってまいりたいというように

考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  様々な取組を行うとい

うことでございました。 

 第四次計画を拝見すると「歳出の選択」とい

う説明項目があります。この中に「特にハード

事業にあっては将来に過度の負担を残すことが

ないようランニングコスト、地方債償還額等を

十分考慮した上で事業を選択する」とあります。

これは第三次計画にも同様の記載が見受けられ

ます。 

 ハードといえば建物等のことを指すのかなと

理解をしましたが、ここ１年だけを見ても、風

の丘の改修、後方支援資料館のリニューアルな

どなど、将来に過度な負担を残す可能性の多い

ハード事業の予算がかなりの額で計上されてい

ます。 

 第四次計画を策定以前から同様の問題がある

ことは分かっていたはずです。それにもかかわ

らずハード事業を推し進めてまいりました。 

 これでは、言っていることとやっていること

が大いに矛盾をしていると思います。 

 市長が計画に掲げるハード事業の選択、これ

は具体的に何を指すのでしょうか。お伺いをい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ハード事業という中で

ありますけども、新しく建てるわけじゃないわ

けであります。 

 私はよく使うわけでありますけれども、「あ

るものに新たな役割」という部分の中で、時代

が求めているものにしっかりと、あるいは、将

来、例えば後方支援資料館の話も出ました。こ
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れは単なる、その点での投資じゃないわけであ

ります。まさにあれだけの歴史的な大災害の中

で遠野市がどのような形で市民一丸となって向

き合ったのかということを後世にしっかりと伝

えるということが、まちづくりであり、市町村

相互の連携の在り方の一つのモデルをまた我々

は市民一丸となって示したということを伝える

という部分の中に大きな価値があるわけであり

ます。 

 風の丘のプロジェクトも、単なる点のプロジ

ェクトじゃありません。沿岸と内陸の中間地点

にあり、交流人口、観光人口、あるいは、イン

バウンドという流れ。残念ながら新型コロナウ

イルス感染症の問題で立ち止まっているわけで

ございますけれども、この地勢的、あるいは地

理的、あるいは道路ネットワークといったもの

は大変な犠牲の中でこの道路ネットワークが整

備された、それを生かさなければならない。生

かさなければならないとなれば、このタイミン

グでそれを整備するということが後世にしっか

りと波及効果として出てくる。遠野だというも

のが出てくるというところに今の時期に打たな

きゃならない、今の時期にそれを手当てをしな

きゃならないという、そのような判断で行って

いるわけでございますので、決してハード、

ハードという言葉の中で片づける問題ではない

んじゃないのかなというように思っております

ので、そのような背景もあるということもよく

踏まえながら、しかし、一方においては、維持

管理をどのように持っていくかということにつ

いても当然よほどの緊張感を持って対応してい

かなければならないということは十分承知の上

でありますけども、その辺はまさに民間の力を

お借りする。民間の方々のノウハウをしっかり

と生かすという部分の中で、ふるさと公社もふ

るさと商社という新たな経営体の流れに持ち込

んだということになるわけでございますので、

そのような形でこのプロジェクトを捉えていた

だければということを申し上げて答弁といたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本日の会議時間は議事

の都合によりあらかじめこれを延長いたします。 

 １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  今、御答弁内容から第

四次計画に掲げるハードの選択、これの具体的

な中身はないものというふうに理解はいたしま

した。 

 次に、第四次計画の中に「市民への理解と協

力」という記載がございます。「持続可能な行

財政運営を行うためには何が悪くて、どこが良

いのか、どこに課題があり、どうすれば改善で

きるのかを明らかにし、分かりやすい表現で情

報発信をすることで情報の透明性を高め、市民

との信頼関係を築くことができる」と記載があ

ります。 

 これも同様の記載が第三次計画にもあります

が、これはできていないから第四次計画にも搭

載をされたんだろうなというふうに理解をいた

しました。 

 都合のいい意見は聴き、都合の悪い考えは批

判だと捉える、先ほども同僚議員との一般質問

の中で、ハコモノはどうなんだという話もあり

ましたけれども、そんな体制になっていません

でしょうか。 

 財政のみならず遠野市全体を運営する責任者

として市長の心構えが変わらない限り、絵に描

いた餅を掲げてまた５年間を過ごすことになら

ないか、危惧をしております。 

 市長、本当に市民の声を聴きますか。お伺い

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま三次計画の記

述と四次計画の中に載せた記述の中で比較しな

がら変わっていないんじゃないのかなという中

での話もありました。 

 やはりいろんな時代は変わろうとも取り組む

基本的なスタンス、あるいは、向き合う一つの

姿勢といったものはそんなに変わるものではな

いんじゃないのかなというように思っておりま

す。よく「普遍的」という言葉があるわけでご
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ざいますけれども、やはり市民と向き合うとい

う分につきましても、行政としての、あるいは

市長としてのスタンスといったものは、そんな

に計画ごとに変わるものではない。やはり行政

は継続であります。その中でしっかりとそれを

踏まえながら、それを着実というようになれば、

実行計画あるいは実施計画の中でどのように見

直していくのかという部分が問われるというこ

とになりまして、基本的な健全財政５カ年計画

というところに打ち出した基本的なスタンスは

そんなに変わるものではないんじゃないのかな

というように思っておりまして、やはり問題は

取り組む姿勢とあるいは、何と申しますか、そ

の部分における一つの向き合い方、あるいは、

どういう仕組みをつくるのかというところの一

つはそれは問われるんじゃないのかなと思って

おります。 

 足腰の強い行政基盤を構築するためには、い

うところの第四次遠野市健全財政５カ年計画を

策定しました。しかし、この計画に掲げる目標

を実現するためには、ここに示した取組に終始

するだけではない。 

 これは抽象的な言い方になりますが、職員を

はじめとする関係者が一つにならなければ、一

つの、いうなれば掲げたことが形にならない。 

 したがって、地域が元気を取り戻すことが一

番大事だということを肝に据えながら、やはり

関係者が一丸にならなければならないというこ

とになろうかと思っております。 

 今回、策定した計画は「取組、実施もその結

果を分析し」ということになっているわけであ

ります。そして、これは、計画を立ててから、

このような言葉を使うのはあれですが、ちょっ

と誤解を招くかもしれませんけども、必要な修

正を加え、そして、実効性の高い計画に持って

いくということがいうなれば基本なわけであり

ますから、これは修正といえば何となく何だと

いうことになろうかと思いますけれども、やは

りそれだけの柔軟性がなければとてもじゃない

が、これだけの時代の流れには乗ることができ

ないということになろうかと思いますので、必

要な修正を加えながら、実効性の高い計画に持

ち込んでいくということになろうと思っており

ますので、そういうことを繰り返すことによっ

て乗り越え、そしてまた健全財政を維持し、後

期基本計画に掲げたものをそれぞれ形にするこ

とができるんじゃないのかなというように思っ

ているところでございますので、そのためには、

小松議員の御理解と御協力も頂かなければなら

ないと思っておりますので、そのことも一言申

し添えて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  次に、この第四次遠野

市健全財政５カ年計画で、これを行えば遠野市

の財政は健全だと自信を持って言えるのかどう

か、遠野市の財政は今後持続可能なのかどうか、

それをお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  厳しい状況であること

は、今までのやり取りの中におきましても、御

理解を頂いたというように思っておりますけれ

ども、やはりしっかりと持続可能な遠野の底力

を示すような一つの仕組み、そして事業の展開、

そしてさらには発信、そして、またいろんな形

の時代の流れに乗っての、遠野の様々な地域資

源を生かすというような取組の中で活力を見い

だしてまいりたいというように考えておりまし

て、そのためには文字どおり市長としての立場

の中で先頭に立ちたいというように思っている

ところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  私としては、自信を持

ってこの四次計画をやれば遠野の財政は大丈夫

だとまずはそう言っていただきたかったところ

なんですが、正直、先ほど来、御答弁をお伺い

していて、本当に大丈夫なのかなと思う気持ち

がすごく強くなりました。 

 先ほど、１つ前の市長の御答弁で、必要な修

正を加えというお話もしていましたけれども、
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今この計画が立ち上がってきた段階のところで

修正を加えなければいけない計画というのは何

なのかなと。そんな計画で本当に遠野市の財政

は大丈夫なのかなというように思う気持ちがす

ごく強いです。 

 なので、同じことを思う市民の皆さんという

のもいると思うんですよ。そういうふうな市民

の皆さんの不安を払拭するような行政運営に努

めていただきたいと思うところなんですけれど

も、この12月定例会にも多くの補正予算が計上

されております。その中に不要不急の支出はな

いのか、本当に今必要な予算なのか、疑問に残

る補正予算の編成があります。 

 特に私が思うのは風の丘の改修に係る2,000

万円の補正について。詳細は予算委員会のほう

で議論をしたいと思っていますけれども、今で

なくてもいい予算なのではないかなというふう

に思っているところです。 

 風の丘の内部の内装、ふるさと商社さんにも

うけていただいた後、やってもいいんじゃない

かなと。今、本当に必要なのか。 

 それで、将来に負担を強いる事業、ハード事

業が健全財政の計画に沿わない形で、今、また

ここに提案をされているようにしか私には思い

ません。 

 どうすれば健全な財政を維持できるのか。こ

れまで三次計画のほうもうまくいった計画だと

いうふうには私は思っていません。そういった

財政を悪化させた行政のトップは市長です。そ

の財政を悪化させた長が現時点で反省する色も

見せず、このままではさらに財政は悪化します。 

 こうすれば財政は健全化できますとそうお話

をされるのはちょっと違和感を感じるところで

す。 

 今からでも遅くはありません。本定例会に上

程済みの補正予算を見直し、先ほど申し上げた

遠野テレビの光ケーブル化、そういった将来的

な進捗と併せて再考し、持続可能な財政をつく

り上げるためにいま一度立ち止まり考え直しま

せんか。市長の見解をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま風の丘のプロ

ジェクトをはじめ様々な事例を挙げながら、財

政が悪化したと。それを、いうなれば、それの

責任は市長にあるじゃないかというような断定

的な一つの見解を示されたわけであります。 

 「修正」というのを先ほどの答弁の中で申し

上げました。時代の流れ、１年前、このコロナ

がこのような状況になるということは誰が予想

したでしょうか。誰も予想しなかったわけであ

ります。いろんな状況がそのように動いている

わけであります。 

 したがって、「修正」という言葉は、何とな

くちょっと何だか間違ったから直したというこ

とに捉えるわけでございますけども、社会経済

は生き物であります。そのようなものにしっか

りと向き合わなきゃならないとなれば、やはり

その都度その都度、計画を自粛をする場合にお

いては、修正ということも必要である。あるい

は、もちろん立ち止まるということももちろん

必要である。 

 しかし、今、申し上げました様々なプロジェ

クトは、今、このタイミングでしなきゃならな

い。やはりそれが遠野の将来のために、遠野の

次の時代のために、あるいは、将来のため、未

来のためにということで、今、ここでしっかり

と向き合わなきゃならないという中で判断をし、

決断をし、行っているわけであります。 

 財政がどうなってもいいというようなつもり

は毛頭ありません。そのような気持ちから、必

死になってこの財源を確保しながら、どのタイ

ミングでどうすればいいのかということを考え

ながら職員とも真剣な議論をしながら、あるい

は、関係者の皆様の意見を聴きながら対応し、

国や県のほうにも必死の思いでお願いをしなが

らはいずり回っているという状況の中で対応し

ているわけでございますから、「悪化」なんて

言葉を使われてしまったんでは、みんなが頑張

ろうとしているときにそのような言葉を使われ

てしまうとみんな元気がなくなってしまいます。 

 しかし、向き合わなきゃならないんです。そ
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の中で、しっかりとその課題に向き合っていく

ためにはみんなが気持ちを一つにすることによ

って、国も県もいろんな関係者も応援をしてく

れるというような土俵が遠野にできるわけであ

ります。それを我々はしなければならないんで

す。 

 今、コロナ禍で財政が悪化した、どうするん

だ、これで健全財政５カ年計画がという議論は

あまりにも寂しい議論ではないのかなと私は思

っているところでございますから、率直に私の

気持ちを申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  最後に、本当に遠野市

の財政は健全なんでしょうか。 

 第四次遠野市健全財政５カ年計画が計画のと

おり達成されなければ、遠野市の財政に未来は

ない、そういうお話が、今日、続いてきたとい

うように思います。 

 遠野市の借金は計画より増え、貯金は計画よ

り減る。年々、貯金が減り続けた場合、最後は

どうなるでしょう。 

 第三次遠野市健全財政５カ年計画と第四次計

画を見比べても、問題解決策として同じ解決方

法を挙げている項目が多くあります。これは、

第三次計画から５年間、一向に問題が解決され

なかったことを意味しているのではないでしょ

うか。 

 コロナウイルスの影響が深刻な中、後戻りで

きない状況になってから、どうしようと考えて

も、後の祭りであります。 

 持続可能な財政をつくるために、今、待った

なしで遠野市の転換が求められます。 

 建物行政一辺倒の市政から脱却することが最

重要課題となってくるというふうに思っていま

す。 

 最後の最後で、仕方がない、しょうがないと

いう話の中でという話が聞かれないよう、市民

の将来負担が増加しない財政運営、本当に市民

が必要だと思うところにお金は使われる行政運

営を期待して、一般質問を終わります。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。 

 本日の会議はここまでとし、散会いたしたい

と思います。 

 これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、本日はこれにて散会いたします。御苦

労さまでした。 

   午後４時08分 散会   


